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座 長 福所 邦彦 水産部長（進行役）

発 表 者
藤谷 超：ICLARM理事
松里 寿彦：水産庁中央水産研究所主任研究官
田所 康雄：JICA林業水産開発部水産技術協力課長
原 素之：JIRCAS水産部主任研究官
大和田紘ー：東京大学海洋研究所教授
上之門量三：水産庁海洋漁業部海外漁業協力室長

コ メンテ ー タ ー

淡路 雅彦：水産庁養殖研究所国際協力研究官
赤嶺 達郎：水産庁中央水産研究所国際協力研究官

座長 福所（国際農林水産業研究センタ ー 水産部長）

進行役を務めさせていただき

ますので， どうぞよろしくお願

いいたします。

総合討論も非常に重みがある

分野ですので， 三つのセクショ

ンに分けて進めたいと思いま

す。
一つは， 今， スピーカ ー の方々に前にお並びいただ

きましたが， 先ほどのご発表への質問に， 30分ほど時

間をとらせていただきます。

2番目は， 冒頭ご紹介しました コ メンテ ー タ ー と助

言者の諸先生方にご出席いただきましたので， コ メン

トあるいはご助言をいただきたいと思います。

通常のシンポジウムですと， 各スピ ー カ ー に対する

助言， コ メントかと思いますが， 今回は， JIRCAS

田中 秀幸：国際水産技術開発株式会社常務取締役
小金澤昭光：海外漁業協力財団技術顧問室長
望月 英郎：三井農林海洋産業株式会社常務取締役
多紀 保彦：東京水産大学教授

アドバイザ ー

北島 力：九州大学農学部教授
金澤 昭夫：鹿児島大学水産学部教授
平田 八郎：鹿児島大学水産学部教授
田中 克：京都大学農学部教授
平山 和次：長崎大学水産学部教授
熊井 英水：近畿大学水産研究所長（教授）

（順不同）

の水産部へのご助言， 指針ということでいただければ

と思います。 3分ないし5分程度でお一人ずつ コ メン

トをお願いします。

三つ目は，本当の総合討論かと思いますが，JIRCAS

の研究の推進の仕方としては， 三つの基本方針があり

ます。 一つは異分野の， 例えば林業の人たちと一緒に

研究活動を発展させる， 2つ目は， 先進国あるいは国

際研究機関と共同で， 開発途上国で研究を進展する。

三つ目は， 社会経済分野も含めた研究を展開する。 こ

れら三つのことを念頭に， 企画調整部では国際共同研

究の調整をしております。

水産分野の研究もこの基本方針にそって進めていき

たいと思いますが， その中で， 国際研究機関との連携

をいかに進めていくかということを， きょうの総合討

論のメ ー·ンテ ー マにしたいと思います。 もし時間があ

りましたら， 農業と最も近い分野である内水面増養殖
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について， 進め方はいかにあるべきかということを論

議したいと思います。

今申しましたように， 三つのセクションに分けて進

めていきたいと思いますのでよろしくお願いいたしま

す。

それでは， 藤谷さんから最初お話をいただきました

けれども， 藤谷さんに対して何かご質問がありました

らお願いいたします。

水産分野ではない農業分野の方々のご出席もいただ

いていますし， 私たちのJI RCASの仲間も出席して

おりますけれども， 藤谷さんからは， 水産研究の歴史

あるいは展望というようなこともお話がありました

が， そういうことも含めて， もし何かありましたら。

石田（東京大学海洋研究所） 東大海洋研の石田と申

します。

藤谷さんにお話いただきました， タイの20年間の我

が国の国際協力のことで一つお聞きしたいのですが，

最近は， 普通の自然科学への技術協力というよりも普

及ということにも力を入れたということなのですが，

そうすると， 今はやりのワ ー クステ ー ション参加型と

いうようなことも当然かかってくると思うのですが，

タイにはNGOの人たちもいっぱいいらっしゃいます

ので， そのあたりは，既にJI CAなり，推進される方々

で論議はされているのでしょうか。

藤谷（国際水産資源管理センタ ー ） 今のご質問は，

むしろ田所さんからお答えいた

だいた方がいいのではないかと

思うのですけれども， 私が多少

なりとも今までお手伝いしてき

た の は， い わゆるGG ベ ー ス

の話なのです。 つまりガバメン

ト， ガバメントの話でして， 少

なくとも私がタイ等でいろいろお手伝いをさせていた

だいて， 一番初め， つまり20年ぐらい前は， 今のよう

なNGOとか， そういう話というのはなくて， ほとん

どがGG ベ ー スでやってきました。 初めのうちは，

暗中模索みたいな格好でやってきて， そういう経験を

踏まえて， 最近は， JI CAのやり方等， あるいは水産

庁の指導されていることも， 非常によくなってきては

いるのですけれども， まだまだ残されたことはあろう

かと思うのです。

それから， 今， NGOの話ちょっとありましたけれ

ども， タイは確かにNGOのグル ー プたくさんあっ

て， いろいろやっているのですけれども， 水産に関す

るいろいろな開発ということになってきますと，NGO

よりは， どうしてもG が入ってこないといけないの

で， NGOの方々のことだけを聞いて， それに全面的

に対応するというのは， 必ずしもすべて正解につなが

るとはちょっと思えないようなところもあります。 例

えばUN CDの国連環境会議とか， ああいうところの

様子を見ていますと， NGOの力というのが， 随分，

いい意味で力がついてきて， ああいう人たちもこれか

ら協力の中でいろいろやっていくのに， 意見を聞きな

がらやっていかなければいけないのではないかと， 私

はそう思っております。 その辺いろいろ討議をされて

いるかどうかということは， ちょっと私は知りませ

ん。

座長 ありがとうございました。

田中（国際水産技術開発） 国際水産技術開発の田中

と申します。

I CLARMのことについてお伺いしたいのですけれ

ども， 我々， 現場でI CLARMとつき合って仕事を進

めてきたときもありますが， そのI CLARMが果たし

て日本の水産協力の現状をどこまで理解しているかと

いうところに， 直接ぶつかるときがあります。 その現

状と， I CLARMが日本に対してどういうような期待

というか， 展望を持っているか， 長期的な面で何か方

針がありました教えてください。

藤谷（国際水産資源管理センタ ー ） さっき時間があ

れば， もうちょっとI CLARMのお話もしたいと思っ

たのですけれども， また， いずれI CLARMのことに

ついてはどこかでお話する機会もあるかと思って， 多

少はしよってしまったのですが， 私もI CLARMの理

事になって1年半ぐらいなのですけれども， 理事会な

どに出ての感想は， あそこは完全に欧米主導型なので

す。 もちろんNGOで欧米主導型， 初めは， さっき申

しましたように， ロックフェラ ー 財団がお金を出して

やっていたものですから， 初めのうちはアメリカとカ

ナダがリー ダ ー シップをとってやっていて， それだけ

だとちょっと気が引けたのか何か知りませんけれど

も， ヨ ー ロッパの人も入ったりしてやっていたわけで

す。 確かに左前になったものですから， 合議制みたい

な格好にして， お金をあっちこっちからもらう手前，

そのお金を出している国の人も入ってもらっている

と， そんな感じでやっているのです。

さっき話の中でもちょっと申しましたけれども， 欧

米の水産に対する物の考え方というのが， よく言えば

アカデミック， 悪く言うと地面にちっとも足がついて
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いないということなのです。 ですから， ICLARMの

プロジェクトは， 今までやってきたこと， あるいはこ

れからやろうとしていることを見ても， 私はちょっと

疑問に思う点はたくさんあるのです。

そういう意味で， ICLARMが日本に期待している

のは， 東洋人というのは日本人と……フィジー の人が

東洋人になるかわからないけれども， フィジ ー の方が

入っているだけで， あとアジアからは日本からだけし

か出ていないわけです。 だから， 意見がなかなかはっ

きり出てこないということがありました。 前の委員の

天野先生は， ご承知のように利用加工の専門の先生で

したから， ご本人の言葉をかりれば，「私は全然増養

殖のことはわからないからあんた頼むぜ」という話で

した。 そんなこともあって， 日本の増養殖の物の考え

方とか， そういうのは今まで必ずしも反映していたと

は思わないのです。

私が今度行って， プロジェクトの担当とアクアカル

チャ ー と， バイテクだったかな， その三つの分野を担

当して， いろいろ意見を言う立場になりましたので，

これから少しずつ水産増養殖の……要するに， 漁業と

しての水産増養殖， これはこういうふうにあるべきだ

ということは言おうかなと思っていますし， この間も

行ったとき大体そんなことは話をして， 日本の実情な

んかも話をしてきたのですが， 正直言って， 半分ぐら

いはヨ ー ロッパの……イギリスの人とか， ノルウェ ー

の人とか， スウェ ー デンの人等が理事で出ていて， そ

の 4, 5人のうちの半分ぐらいは女の人だったりしま

して， 何かどうもよくわかってもらえないというのが

実情のような感じがするのです。

ただ， これからベトナムで水産増養殖のプロジェク

トを始めたいというようなことがありまして， その資

金を何とかしてくれということで， あそこの所長が東

京まで来られて， 外務省にいろいろ陳情したりしてい

ましたけれども， やはり新しいことを何か始めるとき

に， きちっと日本としての意見を言うしかないのでは

ないかと思うのです。 今まで走っているプロジェクト

は， 今さらどうこう言ってもちょっと修正のしようが

ありませんし， そんなことで， 今度ベトナムで始める

という話があるときには， 言うことは言おうと思って

います。 そのとき， また， 例えば田中さんのような，

現場でいろいろ苦労された方の意見なども聞きながら

やっていきたいなと思っているのです。

ですから， 日本に対する期待というのは， 端的にい

って， 貧乏世帯なものですから， まずお金を出してく

れないかという話と， それから， やはり技術的な意見

を聞きたいということです。 今， 私だけしか出ていな

いのですけれども， アジアからもう 1人， 2 人ぐらい

理事を出したほうがいいのではないかというような話

もしていまして， やりたいのはやまやまなのだけれど

も， お金の面で云々とか……， 別にあそこの理事だか

らといって給料をもらっているわけではないし， お金

そんなにかかるとは思わないのですけれども， そんな

ことです。 お答えになったかどうかわかりませんけれ

ども・・・・・•。

座長 ありがとうございました。

それでは， まだあるかもしれませんが， 松里さんの

方へ移りたいと思います。

松里さんの方から， FAOの水産増養殖プロジェク

トの現状と展望ということでお話がありましたが， 松

里さんに対してご質問がありましたらお願いいたしま

す。

松里さんに私の方から， 日本の技術援助なり， ある

いは共同研究， 水産増養殖における技術援助なり共同

研究を， ロー マから松里さんが見ておられて歯がゆい

面とか， あるいはこれはすばらしいというようなこと

がおありだったかと思います。 二， 三ご紹介いただけ

れば， 私たちの指針になるのではないかと思いますの

で， よろしくお願いいたします。

松里（水産庁中央水産研究所主任研究官） ロ ー マか

ら見ているといっても， 地球は

そんなに大きな星ではございま

せんし， たかだか13時間の時差

でございます。 ただ一つだけ，

私の専門分野に関して申し上げ

たいのは， 日本には私たち魚病

乞、｀学会というものをつくつており

まして， 20 周年記念， 25周年記念行事があったのです

けれども， あの400人くらいの会員の中で， アジアの

三大不明病を知っている方はほとんど居ないのではな

いかということです。 今， 私は一つだけご説明しなか

ったのですが， 世界じゅうの養殖産業の実に84％がア

ジアなのです。 パシフィックはほとんどゼロですか

ら， アジアが84％なのです。 先ほど藤谷さんのおっし

やっていることもそうなのですが， アジアを無視した

養殖ということは考えられないのです， 増養殖という

のは。 シェアからいっても。

ところが， 国際会議を見ますと， 発言したり， いろ

いろなものをつくるのは全部ヨ ー ロッパの人なので
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す。 時間がなくてご説明しませんで， 名前だけ申し上

げたのですけども 例
>

ばCぇ odex alimentarius とい

う団体が， コー ド オブ プラクティスといって， 養

殖魚の生産の衛生面についてコー ド オブ プラクテ

ィスを出したのです。 ところが， そのコー ド オブ

プラクティスを出す会議には私も参加したのだけれど

も大げんかになりまして， イギリス人の女の人の顔も

見たくないぐらいになりました。

なぜかというと， 例えば衛生関連の中ですけれど

も， 養殖場から動物は300メー ター 離さなければいけ

ない。 トイレは500メー ター 離さなければいけない，

そうするとアジアのこの80何％の， さらにまた40％を

占める中国のインテグレー ドアクアカルチャー はどう

考えるのですかと，私は質問したのです。そうしたら，

そんな魚は食べたくないと言うから， あんたが食べな

くたっていいんだと， イギリス人は食わなくたってい

いと， 大げんかになりました。

つまりコ ー ド オブ プラクティスとし ヽっCodex

が出すコー ドというのが， 世界をカバ ー するというの

なら， 世界の中の84％を占めるアジアをカバ ー しなけ

ればいけないのではないか。 さらに， アジアの中で魚

に限っていうならば， 全生産の40％以上を占める中国

のアクアカルチャー を無視してこんなコー ドをつくつ

て何の意味があるのかと， つくるのならヨ ー ロッパの

ためにつくれと。 本当はいけないのです。 FAOは事

務局で， 事務局の人間が呼んだコンサルタントとけん

かするのでは困るのですけれども， そういう事情でご

ざいます。

そういう経験を通じまして， 日本の研究者に関して

は， 視野に入ってないのではないかと， 不幸にして。

同じ病気をやるなら， 例えばアジアの三大不明病によ

る被害者はどのくらいか， 世界的に見て物すごく大き

いのです。 それを， 論文を一生懸命読んでいるけれど

も， だれ一人として触れていない。

二， 三の生きのいい魚病研究者に聞いたところ， 私

たちはチャンスがないとか， いろいろ事情を説明され

るのですが， 意欲の問題なのです。 それから， 視野の

問題でしょう。 余りにも日本は居心地がいいものです

から， 私も帰ってきて本当に居心地いいのですけれど

も， 居心地いいものだから， つい研究が日本の中に閉

じこもってしまう。 アジアの三大不明病と知っている

かとある人がたずねましたが， 魚病の学会では誰も知

らない。 知らなくても食っていけるという不思議な恵

まれた国なのです， この国は。 このようなことが， 一

番の不満でした。

そのために， 自分で仕かけた Work shop に日本の

研究者をお呼びしたり呼ぶ権限があるわけです。 自分

がサインをすればいいわけです。 ところが， 呼べない

のです， 恥ずかしくて。 呼びますと， 何て言うかとい

うと，H本ではというのがついてしまうのです，すぐ。

そんなものアジアの研究者はみんな読んで知っていま

すよ。 少なくとも水産学会に出ているような者は全部

読んでいますよ。

そうではなくて， 今， 世界で起きている病気につい

て， その人なり， 例えば日本のような進んだ国なりの
一種の哲学を聞きたくて呼ぶわけでしょう。 全くそう

いうことについて反応ができない。

したがって， 福所さんのお答えになるかどうか知り

ませんけれども， 一人ひとりの研究者は世界的に非常

に優秀だということは， だれしも認めていることなの

ですけれども， もう少し自分なりの視野を広げて， せ

めて東南アジアで起きているいろいろなことを， 自分

のものとして研究の中に組み込んでいただきたい。 そ

うしさえすれば， 世界の増養殖をリ ー ドする力は十分

にあるわけだし， 実力もあるのではないかと思いま

す。 お答えになったかどうか知りませんけれども……

そういうことです。

座長 どうもありがとうございました。

松里さんに対して何かご質問がありましたら……。

それでは， JICAの田所課長さんへの質問， コメン

トがありましたら， 田所さんの方へ移りたいと思いま

す。

多紀（東京水産大学） ちょっと研究協力とは離れて

いるのですが， 今の松里さんに

対する田中さんの質問ともから

みまして， 日本の国際技術協力

に対する第三国人の絡み合いに

ついてうかがいたいと思いま

す。

私， 30年ぐらい前，U.S.-AID

の下で2年間仕事をしたことがあります。 JICAで

も， 第三国研修というシステムがありますし， 開発調

査だとメンバ ー として外国人が入っていいというよう

なことがありますけれども， 将来的に日本国籍以外の

方が日本の固際協力にもっと直接的にかかわる可能性

について個人的で結構ですので， うかがいたいと思い

ます。

田所(JICA水産技術協力課長） 第三国研修， これ
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ゞ童 は通常， 私どものところで取り

扱うのではなくて， 研修事業部
の方で今のところは取り扱って

います。ですから，基本的には，

私のところで今はやっていない

のですが， 第三国も含めたよう

なリー ジョナルな協力というの

が非常に重要なのではないかということで， 実はこと

し， 東カリブで地域間協力の基礎調査をかけたわけで

す。 これは南太平洋にも共通する話題なのですけれど

も， 国としても非常に小さいわけです。
一応， うちの方の今のスキ ー ムというのは2国間援

助ですので， ある国に特定して技術協力するという形

態なのです。 もっと効率を上げるのであれば， 似たよ

うな国情で， 非常に国が小さいようなところは， 地域

間協力， どこかに拠点を設けて， その国以外にもその

地域にまたがる人も研修をしてもらうといった新しい

スキ ー ム， 今のバイラテ ラルの中でできるようなこと

を考えてみたいということで研究中です。 ですから，

今後は， もしそのスキ ー ムがうまくいくということで

あれば， 研修事業部でやるのではなくて， うちのプ ロ

技の枠中でも， 即ち， バイラテ ラルの枠内でマルチが

かったものが考えられないかということです。

座長 ありがとうございました。

ほかに， 田所さんへのご質問， コ メントありました

ら・・・・・・。

ほかにございませんか。

生田（養殖研究所） 養殖研究所日光支所の生田と申

します。

私は， 余り国際貢献とか， 国際協力というのは直接

は経験が少ないのですけれども， 水産分野の国際学会

等に参加しますと， カナダであるとかアメリカのU .S.

-AIDとか， 外国の国際機関の国際貢献に対するPR

がすごく大きいのです。 それで， これらの機関が我々

はこれだけ貢献しているとか， PR が非常に目立つの

です。 しかし， H本の場合， J ICA等による国際支援

機関のPR が余り目につかないというか， かなりの額

を援助されていると思うのですけれども， そういった

面は， どのようにお考えになっているのでしょうか。

田所(J ICA水産技術協力課長） ご指摘のとおり，

おっしゃるとおりなので， 我々水産分野でもかなり貢

献していると思うのですけれども， 日本は基本的に

PR 下手というところもあると思うのです。 そういう

問題もありまして， J ICAの中で広報課というのを設

けまして， 広報課ももっと大々的に宣伝しようという

ことで努力をしています。 また， 我々もできるだけ機

会があれば， 例えば若干国際化がかった Work shop 

みたいなものをプ ロジェクトの中でやる場合には，PR

のためにパンフレットをたくさんつくつて， たくさん
配るというようなことをしたいと思います。 現在， プ

ロジェクトの中でも努力しているのですが， もっとこ

れは努力しなければいかんと思っております。

座長 どうもありがとうございました。

それでは， 原さんへの質問に移らせていただきま

す。

環境保全を考慮した増養殖技術の開発ということで

話題提供しましたが， 何かアドバイスなどございまし

たら， お願いいたします。

今田（海洋バイオテ クノ ロジー 研究所） ミルクフィ

ッシュとかがベ ー スになった形でやっていかれるよう

なお話だったのですけれども， 私の経験からいって，

土壌とか， その海域の地質とか， 施肥とか， そういう

ふうなものが物すごく影響すると思うのです。 この

J IRCASというのは， 農業分野の方もあると思いま

すけれども， 水稲栽培と随分似通ったところがあるよ

うな感じで， この組織の中でのほかのとの協力関係と

いうか， そういうところと協力しての調査というの

も， 今， 考慮されていらっしゃるのでしょうか。

原（国際農林水産業研究センタ ー 水産部主任研究官）

現在， 水産部が発足して， 第

'.; 1号のプ ロジェクト研究という

；ことで， 発足前から計画されて

いたようで， 今度の施肥養殖技

術の開発というのは， 水産部独

自の課題として走っているので

すが， 当然， その土壌なり， そ

の環境を考慮していかなければいけないということで

す。 今後いろいろな方々と相談して協力をしていけた

ら， よりよい研究になるのではないかなと考えており

ます。

この課題については， 立案者でもある福所部長の方

から， この辺についての補足があるかもしれません。

座長 実は， 冒頭申しましたように， J IRCASの基

本としては， 一つは， 他分野との共同研究による研究

展開ということを申しましたが， まさにこれもよい例

で， 先ほどご指摘の稲作の方々， それから， もう一つ

は， 社会経済学的な見地からの進め方と， そして伝統

的な養殖法をいかにして高度化するかということで，
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そういった多くの研究者， 人材を活用して進めていき

たいと思っております。

貴重なご意見， コメント， ご助言をいただきまして

ありがとうございました。

原さんへの質問等がございましたら， よろしくお願

いいたします。

松里（水産庁中央研究所） 施肥養殖の中で， ちょっ

とやや引っかかることがあります。 地球に優しい養殖

技術というためには， 先ほどのご説明だけでは， まだ

不満だというか， 不完全であって， それから環境保全

を考慮したというのは， ある意味では， ほかの者が考

慮していないからおれは考慮したのだと， ああいう施

肥でいくといいのだという意味かもしれないけれど

も， もう少し積極的に考えるべきだと思います。 例え

ば， 今私たちが考えている……少なくとも一人ではな

いのですが， 私たち何人かで考えていることは， もう

少し積極的で， 環境保全機能を持ったというところま

で踏み込まざるを得ない， つまり施肥でやっている限

りにおいては， 環境をそれほど汚しませんよという消

極的なものから， もう一歩， 恐らく， これから研究を

始めますと5年後， 10年後に成果が出てくるだろうと

思うのです。 そうなりますと， もう一歩踏み込んだ，

今から設定するテ ー マとすれば， 環境保全的機能を持

った養殖を考えざるを得ないのではないか。

それは， 時間がないから余り申し上げなかったけれ

ども， 単純にいえばインテグレ ー トせざるを得ないと

いうことです。 先程少しふれておきましたけれども，

そのイメー ジは， 実は施肥養殖的なこういうイメ ー ジ

ではございませんでしたので， その点だけちょっと…

…質問になるかどうかわかりませんが， それが一 つで

す。

それと， もう一つ， 話を伺っていて非常に， 気にな

ったわけではございませんが， かつてエビ養殖で使っ

たという藤谷さんのご発表のところにあったのですけ

れども， サムサコンとか， チャチャンサオというバン

コクを中心として東西にある， かつてはエビのメッカ

でございましたけれども， そこの荒廃ぶりというの

は， あそこに行かれた方は皆さんご存じだと思うので

す。

つまり， かつてエビ養殖をした池が， 広大な， 広大

なというのは20キロx 8キロとか， 30キロX何キロと

かそういうけたなのですけれども， そのエビ池は全く

何も使われていなくて， 社会問題化しているのです。

もちろん， それはミルクフィッシュを飼ったらいいじ

ゃないかというアドバイスは皆さんから受けるのです

けれども， 残念なことに， タ イではミルクフィッシュ

の需要はほとんどゼロに近い， 食べない， おいしくな
し‘

゜

その点が， 重要な問題になっていて， 先ほどからず

っとお話しを伺いながら， エビ池のリハビリテ ー ショ

ンというのはだれも考えられていない， 非常に重要な

問題で， 恐らくあれの生産性を回復するために， 魚か

どうかわかりませんけれども， そういうのに使えるの

かなと思いながら， 非常に期待を持って聞いておりま

したけれども， その辺まで視野に入っているかどうか

だけ， ちょっとお尋ねしたいと思います。

原（国際農林水産業研究センタ ー 水産部主任研究官）

まさしく松里さんの指摘のとおり， 松里さんが言わ

れているように， セルフクリ ー ニングシステムです

か， それから魚自体のモジュレ ー ト， 免疫機能を高め

るとか， その辺の研究まで将来的には高めていきたい

と思います。 まず， 施肥のメカ ニズム， 東南 アジ アに

おける施肥のメカ ニズムを科学的に解明することによ

って， そういうところまでいくのではないかなと考え

ておりますので， 将来的にはその辺までいければと思

っています。 長い目で JIRCASの研究を見守って下

さるようにとお願いいたします。 これで答えになって

いるでしょうか。

座長 それでは， 貴重なコメントをいただきありがと

うございました。

それでは， 海洋研究所の大和田先生へのご質問， ご

意見がありましたら， お願いいたします。

今田（海洋バイオテクノロジ ー 研究所） 実は今， 松

里さんのご質問のことで， ちょっと返事を差し上げた

いと思っていたのですが， よろしいですか。

座長 はい， どうぞ。

今田（海洋バイオテクノロジ ー 研究所） 実は， 北里

大学の小川先生が， 今， タ イに行っておられます。 こ

れは， エビの養殖池の再生ということを考えて， オゴ

ノリを使って池の再生を図ろうということで， これは

カ セサ ー ト大学と共同でやっておられる研究なので

す。 これは， 既に去年の6月 からずっと行っておられ

て， 半年向こうでそういうことに従事をされて帰国さ

れるというように聞いています。

荒廃した池を，窒素，リンを海草で取って，そして，

そのオゴノリはオゴノリでまた別な利用に使うとい

う， そういうプロジェクトが今動いています。 という

ことを， 私， 知っているので， その辺がどれぐらい，
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あるいは逆に， それに関しての評価なり， ご存じだっ

たら教えていただきたい と 思います。

松里 （水産庁中央水産研究所） オゴノリの話につい

ては， かつて， たしかN ACA と いう組織のニ ュ ー ス

ペ ー パ ー に出ていた と 思うの です。 エ ビ池で使 われた

池の再生である と いうこ と ， 再生のために海草を飼う

こ と によって云々 と いうこ と がでたのです。 そのこ と

について， 全然否定も何もいたしませんけれども， そ

ういうこ と だけで， 例えばエ ピ養殖に使 わなくなって

既に 2 年くらいたっているような場合に， 窒素 と リン

と いうのはまだ十分に含まれていて， 植物がどんどん

生えるような状態になっているのかどうか， その辺が

まず一つ疑問がございまして， むしろあの と きの論文

の論調では， ま さ に組み合わせてやるこ と によって効

果的である と いうふうに私は理解しています。

ですから， 今言った， 既に荒廃したものをリカバリ
ー さ せるための手段 と いうよりは， 荒廃 さ せないため

の手段 と して使 われているように記憶しております。

そういう面では， 私たちの考えているインテグレー シ

ョンの中の一つの方法だろう と 思って， 非常に興味深

く読んだこ と を今でも覚えております。

ただ， 私が さ っき指摘した と いうか， 申し上げたの

は， そうではなくて， 既にもう使っていない， オー プ

ンの池がございます。 その池を と いう と きには， むし

ろ海草なんかよりは陸草の方がいいのかもしれませ

ん。 ただ， あそこは塩分濃度が非常に高うございまし

て， そういうものに耐え得る陸草があるのかどうか，

私にはわからないのですが… …。

小川 さ んたちが何を さ れているか詳しくはわかりま

せんが， 実際， もう使い終わって何年もたった， 1年

か 2 年たった池でやられているのかどうか， ちょっ と

わ からないのです。 私の読んだのは， そうではなく

て， 今， エ ビ養殖 と 組み合わせるこ と によって非常に

うまくいく と いうふうな読み方をしたように思います

けれども。

座長 ありが と うございました。

それでは， 大和 田 先生へのご質問をお願いいたしま

す。

何かございませんか。

それでは， 私の方から， シンポ ジウ ムの開催 と いう

こ と で， 国内でも外国でも開いておられる実績がおあ

り と いうこ と ですが， 海洋研究所単独主催 と いうこ と

と 思いますが， 例えばJI RCAS と か， あるいはJI CA

と か， 複数の協賛 と いいますか， そういう形も可能な

のでしょうか。

大和田（東京大学海洋研究所教授） 今までやってき

禁 煙 たものです と ， 例えば 日 本でや

る場合は， J SPSー 海洋研究所，

ほかの国でやる場合は， J SPS

- LIPI と か ， J SPS-MRCT 

と か， そうい う よ う な 形 で，

J SPSから援助を受けながら，

開催国の方にある程度責任を与
えてやるようにしてきています。

そこで， その と ころに 一 緒に共催 と いうお話です
と ， 私が今， はいはい と お答えしていいのかどうかは

ちょっ と わからないのですが， できるだけいろいろな

形で一 緒に入っていただければ， 有り難い と 思いま

す。 まだレベ ルは十分高いものではありませんが， プ

ロシー デ イ ングスのようなものは出すようにしており

ますので， そういう と ころに一緒に参加していただい

たり と いうようなこ と はできるだろう と 思います。

今の と ころは， まだ， 一つのテ ー マに絞って， レベ

ルの高いシンポ ジウ ム と いうこ と はなかなかいかなく

て， 開発途上国の人たちに， できるだけそういう発表

の場を与える， そういう と ころで業績ができる と いう

ような と ころで， やっている と ころが多分にありま

す。

海洋研が開催 と いうのではなくて， J SPSの援助の

も と に協力大学の方々 と 一緒にやっている と いうふう

にご理解いただきたい と 思います。

座長 ありが と うございました。

ほかに大和 田 先生への コ メ ン ト は… …。

川 嶋 （国際農林水産業研究センタ ー ） 先生の中で論

博のお話しがあった と 思うのです。 それで， 非常に競

争率が高い と いうか， インド ネ シアで29で 4 , 5 人だ

った と いうような， 非常に率が低いわけですね。 確か

に， 東南アジアの人は関心が高いわけですが， 枠 と い

うのでしょうか， こういう低い率である と ， 彼らもが

っかりしてしまう と いうか， やる気をなくすのではな

いか と 思うし， JI RCASの活動の中でも， 我々も，

できたらそういう と ころまでカ ウ ンター パ ー ト を持っ

ていれば， それはそれで非常にいいこ と ではないか と

思うのです。 可能性 と いうのでしょうか， そういう枠

と かどうなのでしょうか。

大和田（東京大学海洋研究所） なかなかJ SPSがや

っている論博の枠 と いうのは， 限りがあって，それで，

かなり対象にしている国が， 6 カ国か 7 カ国， そのぐ
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らいありますので， どうしても一つの国に対して枠が

限られる。

この前も， 海洋研の平野哲也所長が， コ ー デ イ ー ネ
ー ター になっているのですが， 一緒にインド ネ シアに

行って， そういうお話をしたときも， 向こう側から非

常に要望が強い。 それに対して， 平野先生は論博の審
査委員 に入っておられるのですが， その方がおっしゃ

ったのは， たくさんとりたいのはよくわかるけれど

も， その国である程度セレクションをして， 質の高い

人を 史 して ほしいというようなことを言っておりま

す。 どうしても枠といいますか， パステ ィ ー が今のと

ころは限られている。

ち なみにインドネ シアの場合， 海洋科学の方ではま

だ 一人なのです， 論博で通っているのが。 タイの場合

に 2 人か… …今， 私もやっていますが， 彼女が通ると

2 人か 3 人かというようなところじゃないかと思うの

です。 分野が広いということと， 国が多いと， それで

枠が限られているような実情でございます。

座長 ありがとうございました。

それでは， 水産庁の上之 門 室長さんへのご質問あり

ましたら， どうぞ。

何かございませんか。

それでは， 私の方から， いろいろなアクテ イ ビ テ ィ
ー を世界に知っていただくということを含めて， 生田

さんからの田所さんへの質問もありましたけれども，

水産庁の予算によるシンポジウ ムの開催は可能でしょ

うか。

上之門 （水産庁海洋漁業海外漁業協力 室長） 私ども

の持って い る予 算といいます

と， 技術協力に関しては海外漁

業協力財 団を通じたものになり

ます。 予算面では， 大体56億ぐ
らいなものですけれども， その

う ち の大体36億分が貸し付けの

分ですから， 実質的にはプ ロジ

ェクトタイプの事業， 並 びにこのようなシンポ ジウ ム

をやるのは20億の中でやるということになるかと思い

ます。 その中でできないことはないと思います。 その

他に， 財 団ですから， 財団の貸付金を運用 したりして

やる単独事業というのもありますが， その中でもシン

ポ ジウ ムというのはできます。

具体的には， 南太平洋のマグロに関するシンポ ジウ

ムというのを， ことしの 2 月 にやっております。 その

際 に ， 協力問題も議題のひとつとして話し合おうとい

う形の も のです。 それを広げて全世界的に催すかどう

か， とかまた財 団としても海洋漁場の確保という観点

からもありますので， その辺は， 検討に時間がかかる

かしれませんが … • • 。

座長 ありがとうございました。

ほかに， 上之門さんへの質問ございますか。

それでは， ス ピ ー カ ー ヘの質問の， 最初ご説明しま

した第1のセッッションは終わりたいと思います。

第 2 のセッションに移らせていただきますが， 普通

ですと， ス ピ ー カ ー ヘの助言， アドバイザ ー ， コ メン

テ ー ター かと思いますが， 先 ほどお願いしましたよう

に， 我々JI RCASと水産部へのアドバイス， 指針と

いうことで， コ メンテ ー ター ， アドバイザ ー の諸先生

方にご助言をいただきたいと思います。

それを終えて， 第 3 セッションでは， 国際研究機関

との共同研究ということで， 可 能性， 展望などについ

て少し論議を深めていきたいと思います。 そして時間

がありましたら， 内水面増養殖について話をしたいと

思います。

それでは， まず最初に， 養殖研究所の国際協力研究

官の淡路さんに コ メントをいただ き たいと思います。

淡路さんは， 昨年まで環境管理部で貝 類の組織培養

を通じて増養殖の基盤的な研究を展開され， 昨年， オ

ラ ンダでの1年間留学を終え帰ってこられました。

淡路 （養殖研究所） 養殖研究所の淡路と申します。

本日は， いろいろな先生方から国際共同研究のお話

を伺いまして， 非常に勉強になりました。

私は， 今， 養殖研究所で国際協力研究官という仕事

をしています。 この仕事は， 研修生を受け入れたり，

あるいは専 門 家を派遣する最先端といいますか， いわ

ば末端の組織になると思います。

きょうは， お話ししていただきました先生方の立場

としては， 中心に近い立場からいろいろなお話をして

いただけたわけですが， 私は末端の方からの意見を述

べさせていただきたいと思います。

それで， 田所さんが， 水産庁からは長期専 門 家の派

遣がゼ ロであったという話を最初になさいました。 そ

のことから入っていきたいと思います。 現在の養殖研

究所の研究内容というものを考えてみますと， 研究者

の専 門分野， あるいは研究分野というものが， 少し開

発途上国の要求とずれが生じてきているのではないか

というような印象を， 私自身は持っています。

もち ろん， そうじゃない人も多いわけですが， 例と

しましては， 最近の研究の流れからいって， バイテ ク
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関係の研究が多くなっていまして， その中では， 遺伝

子の問題であるとか， 染色体操作のような新しい品種

の作出， そういう研究が盛んに行われるようになって

きています。 もちろん， それ は研究者が勝手に進めて

いるわけではなくて， 養殖研究所あるいは水産庁の研

究計画に沿って行っているわけですが， 途上国で要求

される研究と は 少しずれが生じているように思いま

す。

そういうバイテク関係の研究というの は， 別の面で

見ますと， 例えば， 今， 養殖研究所では， 日 本とカ ナ

ダの間の 2国間協力でそういうプロジェクトをしてい

ますし， 韓国の方がそういう技術を学びたいというこ

とで養殖研究所に来ておられます。 ですから比較的先

進国との国際共同研究では， 非常に活発にそういう分

野の人が対応しているわけです。 しかし， 開発途上国

との関係からいうと， 少しずれが生じてきているので

はないかと思います。

途上国との研究協力あるいは 技術協力ということを

考える場合， もう少し， 現場に近い……藤谷さんの言

葉をおかりすれば， 地に足のついた研究が必要である

と思います。 その意味で， JIRCASの水産部 が果た

す役割というの は 非常に大きいので は ないかと， 今

日 ， 感じました。

それで， 原さんの方から， 施肥養殖のプロジェクト

のご説明があったのですけれども， 大変おもしろい，

よいプロジェクトだなと感じました。

環境あるいは自然を消耗していくようなシステムか

ら保全していけるようなシステムに変えていくこと

は， 開発途上国だけでなくて， 日 本にとっても重要な

ことであると思います。 そういった研究がここで行わ

れていくことによって， その研究結果が 日 本の養殖業

にとっても非常にプ ラ スになっていくのではないかと

思います。 その中から， 新しい研究のタ ー ゲットとい

うものが生まれていって， 養殖研究所の方でもいろい

ろ協力していけるのではないかと考えます。

松里さんが， これからは， 相手国の技術を 日 本へ取

り入れていくような考え方も必要であるとおっし ゃい

ましたけれども， まさに開発途上国で昔から行われて

いたような方法のいい面を 日 本に取り入れていくとい

うことが大事ではないかと思います。

それから， もう 1点， 別のことで意見を言わせてい

ただきます。 大和 田先生の方から， 東京大学で留学生

交流委員 会というものが設けられて， 留学生の生活で

あるとか， 留学生固 有の問題について考えていく場が

設けられたというお話がありました。 私たちの農林水

産省の研究所でも， 共同研究者の方々が本当にいい環

境で共同研究してもらえているかどうかを考えていく

事が， 非常に大事だと思います。

端的な例を申し上 げますと， 私のいます養殖研究所

は 三重県の南勢 町というところにあるのですけれど

も， 田舎にあります。 つい最近まで， 国際電話のかけ

られる公衆電話というのが一つもありませんでした。

それで， 例えば研修で来られた方が， 私用で家族であ

るとか， 人によっては フ ィ アンセに電話をかけたいと

いうような場合に， どこへ行ったらいいかというと，

約30キロほど離れた伊勢市まで行かなければ国際電話

はかけられませんでした。 そのためにはバスに乗って

4 0分ぐらいかかりまして， バス代もかかる， 電話代 は

もちろんかかる。 それで， 金銭的と同時に， 精神的に

も非常に負 担になていたと思うのです。

こういったことは， 相手側の身になって考えないと

気がつかないことで， そういう場を設けて， どうやっ

たら……研修， 共同研究の人達が十分研究に専念でき

るような環境を整えていくことができるかということ

を考えていかなければならないと思いますし， そうい

ったこと は計画的に整備して行くべきと思います。

つくばの事情 はよく知らないのですが， 多分， JIR­

CASの方にも研修生の方がだくさん見えるようにな

ると思います。 受け入れ環境のことを私たちも一緒に

考えていけたらいいなと思っています。 以上です。

座長 ありがとうございました。

続きまして， 中央水産研究所の国際協力研究官の赤

嶺さんからコメントをいただきたいと思います。

赤嶺さん は， 日 本海区水産研究所で， 長年， 水産生

物の数理資源学的な解析ということで研さんを深めら

れ， 昨年， 中央水産研究所の国際協力研究官に着任さ

れました。 よろしくお願いいたします。

赤嶺（水産庁中央水産研究所） 中央水産研究所の赤

嶺です。

ちょうど一 昨年から， 1年半， 国際協力研究官をや

らせていただいています。 水産研究所 は全国でおおき

なのが 9 カ 所ありますけれども， 国際協力研究官とい

うの は， 私と淡路さんの 2人だけです。

実は養殖研には， 随分外国の方が来られて， いろい

ろ大変なようなのですけれども， 中央水研の方で は余

りありません……見学者 は 非常に多いのですけれど

も。 利用加工では JICA 関係で研修によく来られます

けれども， 実際に長期研修の人はそんなにはいないの
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です。

あと， 国際電話の話がありましたが， 昨年 8月 に新

しく横浜の方に移転しまして， 国際電話は私のを含め

て 8台ありますけれども， 私は一度も使っておりませ

ん。

実は， 私が国際協力研究官になったときの所長は，

ここにおられます小金澤さんで， 多分， 後でまたコメ

ントいただけると思うのですが， その当時， 勝 関にあ

った研究所は非常にボロでして， 外国人が来てもとて

も中を見せたくないということで， 小金澤所長の命令

で中を一 切見せない， 玄関だけ見せ て 終わっ て しま

う。 それだけでは非常にまずいと相 手から情報を聞き

出す， 相手の国が何を欲しがって， 日 本に何を期待し

ているか， そういうことを ダイナ ミ ックにやれと言わ

れたことがありまして， 来られた東南 ア ジ アの方にい

ろいろお話を聞いたのですけれども， 日 本に何をやっ

てほしいですかといろいろ聞きまして， 結局うまくい

かない例が非常に多いのだということでした。 これは

どうしてかといいますと， 今まで技術協力という形で

は， 非常に 日 本の人は頑張ってくれるのだけれども，

その国ではなかなかうまくいかない。 どうしてかとい

うと， 一つは， 来る人が非常に短期間で 2, 3 カ 月 で

帰ってしまう， これからというときにいなくなって，

その後の継続性がなくて， 後にだれか来てくれるわけ

でもない， そういう問題が 1点あります。

あとは， 日 本でうまくいった技術をそのまま持って

きて， こうしなさいああしなさいと言うのですけれど

も， 自然環境も違うでし ょ うけれども， 社会構造が非

常に違うということで， なかなか 日 本でうまくいった

技術を持っ て き て もらっ て もうまくいかないのです

と， こういう話です。

新しいここの JIRCASの方では， 従来の技術協力

の形とは違いまし て， 研究の方も 2, 3年と長く行

う， しかも継続性を持たせるということになっていま

す。 あと， 今までの技術を， 日 本の技術を伝えるとい

うことでなくて， 共同研究ということになっておりま

すので， しかも相手国だけではなくて， 共同研究です

から， 当然， 日 本の方にも還元できるような研究を行

うことになっています。 非常にそういう意味ではいい

ことだと思っております。 そういうことは， 外国… …

東南 ア ジ アの人に伝えることができますから， ぜ ひ期

待してくださいと宣伝しております。

以上のことは， き ょ うの発表を聞いても， 皆さん十

分に研究者の方も自覚しておられますし， 各水研から

よりすぐって優秀な人をここに送り込んでおりますの

で， 改めて言う必要もないのですけれども， 最後にち

よ っと， 向こうの人から言われたのは， 研究内容は非

常にいいのですけれども， とにかくその国に来るとき

には， あらかじめその国の文化をよく理解して来てほ

しいということで， そうしないと， どうしても 日 本人

的な発想でやっても， なかなか受け入れられないとい

うことです。 研究とかは私は余り心配してないのです

けれども， 私， 外国に行ったことないので余り大きい

こと言えないですけれども， カ ルチャー ショ ックがあ

るみたいなので， 文化面なんかのことも勉強されて行

くと， 非常にいい成果が上がるのではないかと思って

います。

座長 ありがとうございました。

次に， 国際水産技術開発株式会社の田中さんにお願

いします。

国際水産技術開発株式会社というのは， 人材バンク

のようなお仕事をされまして， 対外技術援助等で外国

で専門技術援助などをされる方の人材プールをしてお

られます。 田中さんはそこの常務取締役をしておられ

ます。

田中さんご自身は， JICA によるインド ネ シ アの魚

類養殖などに数年間活躍された後， 現在は， FAO の

職員としてフィ ジ ー で仕事をしておられます。 今， 一

時帰国中ということで， いろいろな水産増養殖の難し

さ， 技術援助の難しさなども経験されたかと思いま

す。

よろしくお願いいたします。

田中 （国際水産技術開発株式会社） どうもありがと

うございます。 国際水産技術開発の田中です。 よ ろし

くお願いします。

今， 福所さんから大変結構なお言葉で紹介していた

だいた会社なのですけれども， はっきり言いまして，

技術協力の 「置き屋」 みたいな会社をやってお り ます。

できれば， 我 々 の口から言うのもおこがましいのです

けれども， 陰の技術協力を支援したいという気持ちで

やっております。

本来ならば， き ょ うは社長の池ノ上が出席する予定

だったのですけれども， JICA の ネ パ ー ルでの仕事で

出張しまして， 代 理に私が出席させ て いただきまし

た。

このような席に民間の者を呼んでいただきまして，

今回， 大変感謝しております。 何か話をするというこ

とであ り ますが， 現場 から見 て， き ょ う いろいろデ イ
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スカッシ ョ ンされたこと， まさに現場で問題になって

いることで， その中について若干， もっと強調させて

いただきたいことについて， ちょっと述べさせてもら

いたいと思います。

初 め に 議 論 に あ り ま し た， 僕 が 質 問 し ま し た

ICLARMについてのことにも関連するのですけれど

も， 意外に， 発展 国 一 援助している国についての情報

が， 日本の行政とか， 水産援助ほとんど知らないとい

いますか， そういうところに大きな問題が出てきてい

る国もあると。 逆に， 松里さん言われましたように，

日本の中も外国に 目 を向けてないところもあると。

そういう意味で， JIRCAS に対して， 将 来， 発 展

途上 国とは別に， 発展 国の研究者， それと援助協力 を

やっている方々を 日 本に招 いて， または 国際 機関の

FAOとかその関連したところの水産関係の人たちを

招いて， 日本でシンポジウムを開くということも一つ

の案ではないかと思います。 それらの活動によってお

互いの共同研究のための基盤をつくるというのを， 一

つ提案したいと思います。

それと， もう一つ， 東南アジアは， ご存 じのように

養殖の中心 国になってきていると。 こういうところと

の共同研究， 非常にやりやすくなって き ています。 し

かし， まだまだアフ リ カ， 南ア メ リ カ， 太平洋， こ う

いうところでは， 金もない， 人もいない， こういうと

ころでの共同研究というのは非常に困 難な現状です。

このような国々で何が必要かというと， まさに基礎研

究の分野が非常に欠けていまして， まさに研究がおく

れているために産業が進まない， 開 発が進まないとい

う面が非常に多くなっています。

開 発途上 国で研究を進めていく場合に， 始めに松里

さんが言われましたけれども， イ ン タ ー ガバメ ントと

いう組織が， 結構日本では知らないのですけれども，

非常にいろいろな組織があります。 そういうところと

の情報交換を進めることに よ って， 国別， 地域別に，

まず共同研究の レ ベルというものをどこにすべきかと

いう把握が， 非 常に大事ではないかという気がしま

す。

それから， 情報交換とはまた離れまして， 日 本の援

助のあり方についてなのですけれども， 先ほど田所課

長の方から， リ ー ジ ョ ナルなアプロー チも今後大事じ

ゃ ないかということで， 我々痛感しております。

それと， 日本の援助のあり方， 今後も変わっていく

べきと こ ろ， そういうことに対して， JIRCA S がア

ド バイスをしていくという よ うな こ とを考えていただ

ければ非常にありがたいと思います。

それから， 日本の援助の場合と外国の援助を比較し

たいのですけれども， 例えばオ ースト ラ リ アに， 農林

水産関係の援助の窓 口 であります ACIAR というのが

あるのですけれども， ここは日本の援助のお金，ODA

の援助のお金をもらって， まず オ ースト ラ リ ア国内に

支援のステーシ ョ ンをつくります。 特に大学とか研究

所， そこが窓 口になりまして， 今度， 南太平洋なり東

南アジアなりと一緒に共同研究を進めておるのですけ

れども， そのときの考え方は， 例えば一つの例が， シ

ャ コ ガイの共同研究ということで， オ ースト ラ リ アが

南太平洋でやったのですけれども， これが， まさに オ
ースト ラ リ アがやったことは何かといいますと， オ ー

スト ラ リ アも熱帯に， 亜熱帯に属しています。 こ こ で

シャ コ ガイの養殖というのは， 産業化できるのは オ ー

スト ラ リ アだと， そこで， そのために研究のまだ進ん

でいないものを産業化できるかどうか研究しょうとい

うことで， その援助の金を使いまして， 国内でシャ コ

ガイの研究の基盤をつくり， そして南太平洋， 今では

東南アジアともやっていますけれども， そのシャ コ ガ

イのフィー ル ドの実践をしまして， それはまさに オ ー

スト ラ リ アにフィ ー ド バックするやり方なのです。

こういうやり方というか， 援助のお金は発展途上国

のためだけではなく， 国内の見直しといいますか， 国

内のためにも非常に重要なわけです。 これは， 何も発

展途上国の人たちにこういうことを言う必要はないか

もしれませんけれども， その両方を見た考え方という

のは， 非常に重要ではないかと思います。

それから， 福所さんが言われました社会経済的なバ

ック グ ラ ウン ドを十分考慮して水産増養殖を進めてい

く必要があります。 これはまさに……， それから田所

さんが言われました 自 給 自 足のための増殖， 養殖， そ

ういう余り金のかからない養殖などを支援するとき

に， 非常に重要なことになってきます。

ところが， 日本の場合， 社会経済的な背景解析とい

うのが非常におくれていま して，この辺の研究を JIR ­

CAS の主導でもってやっていただければ， 非常に将

来明るいのではないかという気がしまず。
一つ例として， 実は昨年の12月 の中旬に， 台湾とア

メ リ カの主催で， キ ー ルンの水産試験場で養殖の社会

経済におけるイ ン タ ー ナシ ョ ナルシンポジウムがあり

ました。 それに， 出 席したのですけれども， そのとき

におもしろい話がありました。 ミ ルクフィッシ ュ のハ

ッチェ リ ー があっち こ っち に， 台 湾を初めフ ィ リ ピ
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ン， インド ネ シアにできているのです。 この 3 ヶ 国に

おいて， ミルク フ ィ ッシュの ハ ッチェリ ー の 社会経済

的なプラ スマイナスを計算したレポ ー トが 3 つ出され

まして， 台湾の場合はハ ッチ ャ リ ー はプラ スだったの

です。 インドネ シア， フ ィ リ ピンはマイナスになった

わけです。

これは， その後に， このハ ッチェリ ー というのは援

助のお金で， フ ィ リ ピン， インド ネ シアもそうですけ

れど， 外国対外援助でもって そういうハ ッチェリ ー が

つくられて ， 援助の目玉としてやっているところもあ

ると思うのです。 しかし， 実際， そういう社会経済の

方の分析かマイナスが出てしまったわけです。 こうい

う状況を 日 本がもっと知るべきだ と ， 余りこういう情

報が日本に流れて こないので， 情報の 交換というか，
そういうものに， もうちょっと力を入れるべきじゃな

いかなという気がします。

それから， もう l 点， 最後ですけれども， 要請ベ ー

スの見直し と いいますか， 今まで要請だけでやって き

たと上之 門さんが言われましたように， そのまま要請

を受けてやると失敗するケ ー スがあると思います。 そ

のために， 日本側からこういったプロジェクトはどう

でしょうかというアプ ロー チをしてやると， そのため

に日本は何をしなければいけないかと， 大変責任が大

きなことになりまして， そういうアプ ロー チができる

ような研究体制を， ぜ ひJI RCASで今後やっ て いた

だければと思って います。 どうもありがとうございま

した。

座長 ありがとうございました。

続きまして， 海外漁業協力財団 の小金澤さんにお願

いしたいと思います。

小金澤さんは， 昨年まで， 中央水産研究所所長を務

められ， 御 退官後に海外漁業協力財団にいらっしゃい

ました。 こ の JI RCASの 水産部 の 発足には， まさに

井戸を掘った方々の 一人といいますか， 設立に向けて

水産庁側 の 中心になって進めてこられた方でございま

す。

ご承知のように， 水産庁の参事官， それか ら 水産工

学研究所長， 中央水産研究所長を歴任されて， 今， 現

在の仕事をして おられます。 2 , 3 日前に外国から帰

られたばかりと伺って おります。 アドバイスをお願い

いたします。

小金澤 （海外漁業協力財団） ご紹介いただき有り難

うございます。 現在私は， 海外漁業協力財団で顧問 と

いうことで昨年からお世話になって おります。 今まで

いろいろなところをあわただしく暮らしていたもので

すから， このごろ比較的， 中を見ながらいこうかなと

思っております。 本日は始めに財団 の 内容説明， 次い

でJI RCASへ の 期待 を コ メントさせ て いただきま

す。

先 ほど， 上之門さんが， 財団 の 性格ということにつ

いて， 1つには， 業界要請 のベ ー スであるということ

と， あと機動的な動きができやすいというような性格

づけで， 先 ほど説明されました。 我々は今後， 国際農

林水産業研究センタ ー に情報の提供， 各種の 要望をし

ながら， 応援 団になりたいということ も あります の

で， ご出席 の 皆さん方との 連帯を深めるということ

で， 始めに財団 の 性格等について， また動きについて

紹介させていただきます。 昨年で20 年 の 歴史を経たも

のですから， この間の 歴史， 外国との ふれあいを紹介

し， あと， 私個人の思い， 期待を コ メントさせて いた

だきたいと思います。

先 ほど財団設立を20年というこ と を申し上げました

が， 20年を大略 3 期に活動を分けると特徴がつかめる

気がします。 当初200海里 の 問題が出たとき， 海外漁

場の確保ということでスタ ー トしたのが財団でござい

ます。 ですらか， この時点におきましては， 遠洋漁業，

漁業権益を守るということが非常に濃厚に出ていたの

ではないかと思います。 それに伴って， 先 ほど上之 門

さんが言われたところの合弁会社への対応とか， 遠洋

漁業を確保するため増殖分野では地域振興にかかわる

技術協力という形で携 わってきました。

そのため， 当時は， 北の方は各国との協定に守られ

ておりましたものですから， 南の方が安定していない

という こ とで， 南の方にかなりの エ ネ ル ギ ー を注いだ

のが1期くらいに位置づけられると思います。 そのた

め， ある意味で南の財団というようなニ ックネ ー ムも

あったと伺っております。

2 期目でございます が， こ の 時期になっ て きます

と， 公海の 資源の管理とか， 漁場環境の保全というこ

とが濃厚に出てきました。 それで， 日米加とか日 ソ と

かいう， 漁業の見直しということになってきて， 財団

の 性格も， 南だけではなくて 北へもシフ トする両面作

戦というような時期に入ったのではないだろうかと思

っております。

そういう1期， 2 期 の 性格づけの中で， 2 期におい

て， 南， 北において 開発協力， 研究協力事業が行 われ

始めました。 それは， 協力事業を進めるに当たりいろ

いろなニ ー ズが出てきたからだと私は理解します。 そ
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れで， 最近の 5年間になりますと沿岸の漁場開発， 沿

岸 国の漁業関係者との意思疎通をよく図ること， 海は

共通の財産であるとの芽生えがでて， ソ フ ト 部門が濃

厚に出てまいりました。 人材の育成とか， 人的交流と

かいうような形の事業分野が求められ， 当然， 水産増

養殖分野というのが大きく出てきているのではないか

と考えています。

先ほど， 上之門さんが， 単独事業もあるというお話

でしたが， 単独事業というので， 中国で， 1 つには，

渤 海湾での タ イ シ ョ ウエ ビ， ガザ ミ の種苗生産から放

流に至る技術移転， 2 つ 目 には青 島でのマ ダ イ の種苗

生産から放流までの技術移転があります。 このときま

で， 従来日本で確率していた技術を， かの地の中にど

う溶け込ませて， 例えば中国なら中国なりの技術の体

系をつくるというふうになっておりました。 現在取り

組もうとしている 3 つ 目 のものを南の方でということ

になりますと、 今度は日本では未 開 発又は 開発中とい

う種類が出てきます。 日本ででき上がった技術ではな

く， 将来また別な種類が出てくることが考えられま

す。 ですから， これからの仕事というのは， 開発研究

の中で本日の主題である増殖の技術移転という性格も

帯 びて来るのではないかと思います。 このようになる

と， 別な国 内における人材， 情報の横 断的な連帯を組

むことが必要になってくるものと， 私は思っており ま

す。 予算は小規模でも， 機動性を持つ形が案外， 成功

して喜ばれています。 これについては， 国 内では日本

栽培漁業協会等々の水産庁関連機関とも連絡をとりな

がらやってきております。

もう一つ， 人材の交流ということを先ほど申し上げ

ましたが， これについては日 ・ 中 ・ 韓の研究者交流と

いうことを既に 4 回やっております。 当初は， 沿岸資

源の現状評価から始まり， 増やす手段としての増殖技

術問題の現状評価から始 ま り， 種苗生産技術， 中間育

成， 放流と， 各技術 レ ベル現状評価をやってます。 こ

こにご出席の藤谷さんも担当していましたが， 日本が

真ん中にいて， 日中韓の調整をやって人的交流を進め

ております。 このような人材交流， 育成を含め ソ フ ト

面が現在ではかなり入ってきているということです。

また， 先 ほどの環境保全の問題ということを申し上

げましたが， 現在海洋資源は共通の財産であるという

ことで， いろいろ大きな問題になってきております。

その象徴がマ グロでございます。 これについては， モ

ロッコ とか オ ース ト リ ラ アとか， パナマというとこ

ろで， 蓄養事業， マ グロの種苗生産の技術開発， あと

は初期生態研究等々，地域のニ ー ズ，実態に合わせて，

現在， 進めているということです。

以上の， 財 団での技術協力の歩 みの中で増養殖に視

点を合わせてみると， 既存のでき上がった技術の移転

ということから， 開発研究型の技術移転というように

性格が変わってきていると思います。 これらの情報は

私の方でも整理いたしまして， JIRCA S に投げ込む

という形に今後したいと思います。

終わりに一言加えさせていただくと， これからの仕

事の展 開といいますか， 今まで何人かの方も言われま

したが， 研究協 力 ， 技術協力 を進めるにあたり， ゆと

りのある物の見方といいますか， 社会経 済学的な見

方， 生物地理学的な物の見方， 経済地理学的な見方を

含めて心の余裕というか， そういうものを持った中に

おいての研究協力の技術協力 を進めるものでないと，

本当の成果を得ることができないのでは な いかという

ことです。 異分野との交 流とか， 先進 国 との交流と

か， 国際研究機関との交流という問 題も出ましたけれ

ども， そういう面を持 ち 合わせる魅力のある研究人と

いいますか， それも育てていかなければならないので

はないだろうかなと思っております。 また，先進 国等々

については， 今日は， 話題全体がそういう面は少ない

ものですから， 何らかの機会で， これはこれなりに論

議しなければならないと思い ま す。 要するに， こ ち ら

も実力 を持っていなければならないわけです。 先方も

実力 を持っていなければならないわけです。 そういう

中での切磋琢磨だと思いますので， こういう集まりを

通 じて資料を集め， そして， 今後は JIRCAS に投げ

込む， JIRCAS ははそれなりに， 技術主義だけでな

くて， 全休としての研究概略のまとめということを絶

えず心がけながら， 応援団にも投げ込む。 そうするこ

とにより， ここに出席の方々が， たくさんの方々がそ

れなりに役割を果たす。 この関係が大切だと思います。

JIRCA S への希望と期待をこめて， 私の コ メ ンテ ー

タ ー …… コ メ ン ト になったかどうか， 以上 2 点を指摘

させていただいて終わらせていただきます。 以上です。

座長 大変ありがとうございました。

井戸を掘った方ということでご紹介しました小金澤

さんから コ メ ン ト をいただきました。

続きまして， 望 月 さんにお願いします。 望 月 さん

は， 今， 三井農林海洋産業株式会社の常務取締役をし

ておられます。 会社では， ヒ ラ メ 等の種苗生産等で非

常に成果を上げておられます。 望月 さんご 自 身は， 青

年海外協力 隊のご経験とか， あるいは JICA の増養殖
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に関するプロジェクトに携わってこられた方です。

これから， インド ネ シ アで JICA の魚類の養殖プロ

ジェクトが始まると聞いておりますが， そのチ ームリ
ー ダ ー を務められるとのことです。 どうぞよろ し く お

願いいたします。

望 月 （ 三井農林海洋産業株式会社） ご紹介ありがと

うございました。 三井農林の望月 でございます。

水産養殖の技術援助に 2つの形態があると思うので

す。 1つは， 開発途上国のたんぱ く 源として， 淡水養

殖があると思います。 もう 1つは， 外貨獲得のための

高級魚を養殖するということ， これは浅海養殖がこれ

に当たると思うのですが， 世界的に見たたんぱ く 源の

不足というのは大きな問題だと思うの です。 ですか

ら， JICA のプロジェクトとしては， 本来ならば淡水

養殖ということに力を入れなければいけないのではな

いかと思うのです。

しかしながら， 2国間の話になる と ， 相 手国は， 大

抵， 外貨獲得するための高級魚の養殖ということを要

求して く るわけ です。 この辺に， 援助と相手側の要請

との間に食い違いがあるの ですが， 高級魚に関して

は， 最初の段階では， やはり 日 本の技術を必要とする

と思うのです。 です けれども， ある程度の段階では，

民間がどんどん進んで く ると思うのです。 水産試験場

とか研究所の技術以上のことを， ある程度の段階まで

来ると民間でどんどん進んで く ると思うのです。 そう

いうものに関しては， JICA が協力する必要はないの

ではないかなとい う 感じはします。

それで， ほうっておいていいのかというと， エビの

養殖のように， インテンシブで 3年から5年で全然採

算にのらな く てやめてしまうと， 全然 できな く てやめ

てしまうところ もあるのですが， ある程度生産量が落

ちて く ると， 莫大な投資をして， それが回収できな く

なれば， 途中で利益が出なければやめるというのは，

これは仕方のないことなのです。 ですから， そうなら

ないような養殖形態をつ く るということは非常に重要

だと思うの で す。 そういう点 で は， JIRCASのこれ

からの研究 と いうのは， 非常に期待されるところ があ

ると思います。

最終的には， 養殖というのは産業ですから， 利益が

出ないと普及しないと思うのです。 ですから，JIRCAS

にお願いしたいのですが， 研究だけの研究で終わるよ

うなことのないように， 最終的には産業として成り立

つような目標を持って研究を進めていただきたいと思

うのです。

最後に， 日 本の水産の専門技術が， 熱帯地域に来て

そのまま通用するというのはなかなか少ないのです。

電話とか， ラ ジオ， テレビとか， ああいう技術であれ

ば， 自 動車産業もそうですが， H 本でやっていること

をそのまま持っていけばそれで済むわけ です。 ですけ

れども， こういう生き物を飼うということは， 日 本で

うま く いったものをそのまま持っていっても， 環境は

違う， 種類は違うと， 全 く 最初からやり直しになるこ

とが多いのです。

ですから， そういう技術を， 先ほど赤嶺さんからも

言われたことなのですが， 研修生が来て， 日 本で習っ

たことが， 帰っていっても役に立たないというような

技術 でな く て， 専門家にも 同 じことがいえるの です

が， 実際にそういう熱帯地域に行ってすぐ役立つよう

な技術を 日 本で できないかということが， 大切だと思

うのです。

農業の方は， 沖 縄に研究センタ ー があるよう です

が， 将来は， 水産養殖の部門も， より熱帯に近い， 西

表島につ く るとか， そういう熱帯の……すぐ行って役

立つような技術を研究できるような場所が必要なので

はないかという感じがします。 そうすれば， JICA か

ら出る専門家の方もそこで技術を磨 けるし， また開発

途上国から来られた方々も， 自 分の国に帰ってすぐ役

立つ研究がそういうところ で できるのではないかと思

います。

私が感じたことを述べたのですが， 以上です。 どう

もありがとうございました。

座長 大変ありがとうございました。

続きまして， 東京水産大学の多紀先生にお願いした

いと思います。 多紀先生は， お若いころ ラ オスとかべ

トナム で， 淡水魚の漁業とか， 魚類学だ け ではな く て

内水面養殖を踏まえた淡水魚類の調査を， まさに川や

池をはい回ってフィ ールド研究をされた先生 です。 そ

して， 現在は水産大学で魚類学の講座を担当しておら

れますが， フィ リ ピンにあります SEAFDEC に 3年

間， 次長として， まさに開発途上国の真っただ中で，

水産増養殖の共同研究といいますか， 技術援助にかか

わられた先生でもございます。

また， 先生は， ナ マズ類の研究をしておられる秋篠

宮殿下の先生 でもございます。 JIRCASの水槽には，

世界の有用ナ マズ類の全部を飼育しようかと思います

が， その折には， またご指導をいただければと思いま

す。 よ ろ し く お顧いいたします。

多 紀 （東京水産大学） ご紹介ありがとうございま
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す。

先ほど福所部長からご紹介いただきましたが， 昔，

ベトナムの カ ン ト ー 大学というところに JICA から派

遣され たことがあります。 ベトナムではパ ン ガ シウス

というナマズ， 現地では カ ー ・ チャ ー といいますが，

これを大々的に養殖して います。 養殖池の上に桟橋を

つけ， その先端に低い板囲いのトイ レ がある。 別に餌

もやりますが， トイ レの産物も餌なのです。 自 家用の

池にはトイ レがない。 カ ント ー 大学で私が最初に面倒

をみた卒論は， その養殖 カ ー ・ チャ ー が衛生上安全か

どうかという テ ー マでした。 結果は， 消化管の中には

大腸菌がいるが， 筋 肉にはなかった。 だから注意して

調理すれ ばだいじょうぶというのが結論でした。

東南アジアの養殖研究は， 給餌量あるいは飼育密度

と収量の関係といった，研究というよりむしろ飼育試験

的なものがこれまで主体でした。 これを私は実学のス

テ ップ l と呼んでいます。 イ ン ド ネ シ アでも タ イでも，

重箱の隅をつつくような研究をしなくても， それでち

ゃ んと魚がつくれれ ばいいじ ゃ ないかというわけです。

ところが， 養殖が発達してきますと， いろいろな問

題が出てきて， もっと科学的な基礎を必要とする実学

研究が必要になってくる。 例 え ば餌料の問題とか病気

の問題です。 これが実学のス テ ップ 2 です。

ス テ ップ 2 の研究は裾野の広い研究体制がいるけれ

ども， 東南アジアではまだ体制不十分です。 そこで 日

本がこれに対応して大きな役割を果たしています。 し

かし， このような研究のほかに， 同時進行的に行うべ

きより基礎的な研究が残され ています。 地元ではその

意義が理解され ていないか， あるいは気が付いていて

も手が回らないような問題です。

例 え ば養殖池の中の生態研究， つまり池中の食物連

鎖やエ ネルギー 移行といった問題です。 先ほどから話

に出て きた施肥養殖やエ ビの養殖の 自 家汚染にもつな

がりますし， 持続的養殖を考 え る上では必須の研究課

題です。

ミ ルクフィッシ ュ の池中養殖での生産性なども， 池

中生態の基礎情報がないと核心に迫れません。 ご存 じ

の方が多いと思いますが， ミ ルクフィッシ ュ の養殖池

の池底には藍藻を主体とした ビロー ドのマット状の藻

類集合体が繁殖します。 フィリ ピ ン では ラ ブ ラ ブと呼

びますが， ミ ルクフィッシ ュ はこれをついばんで成長

する。 だから人 びとは藻類を食べていると信 じ て 施肥

をして ラ ブ ラ ブを増やすわけです。 ところが， 私ども

のフ ィ リ ピ ン 大学との共同研究を通 じ て 北里大の加古

先生が見つけたことなんですが， ミ ルクフィッシ ュ の

栄養源は藍藻ではないらしい。 ラ ブ ラ ブの中にすんで

いる珪藻とか微小動物が消化され ているんです。 施肥

によってこの魚の養殖生産性を上げるには， このあた

りをはっきりさせる必要があるわけです。

ただし， 熱帯と温帯の環境や メ タ ボ リ ックサイクル

の違いもあって， 日本の研究者はなかなかこれに対応

できない。 昔はウナギの池の酸素収支といった止水池

の池中生態の話が養殖学の講義で出てきましたが， い

まの 日 本の養殖はいわゆる施設養殖で， そのあたりが

すっぽと抜けてしまった。

ということで， ここはぜ ひ セ ン タ ー が研究の推進力

になっていただきたい。 現地へ行って， むこうの人と

一緒 に なっ て 研究 開 発をし て いただきたいと思いま

す。

また， 日本でアクア カ ルチャ ー エ ン ジニアリ ン グと

いうと， 大型構造物の建設や水力 学など， だいたいが

施設養魚関係の問題です。 ところが， むこうでは素掘

池の酸性土壌の処理といった土 壌がら み の問題が多

い。 しかし， 現在の 日 本の養殖学ではこれに対応でき

ません。 その点， セ ン タ ー の農学的な総合性を生かし

て， その メ リ ットを活用し て いただきたいと思いま

す。

バイ オ ダイ バー シ ティー の問題も注 目 していただけ

たらありがたいと思います。 これは， 今おはやりのだ

からというのではなくて， タ イの内水面なんかでは，

魚類が減少していますし， 遺伝的な撹乱も起こってい

ます。

例 え ばク ラ リ アスというナマズです。 タ イではこの

ナ マ ズが盛んに養殖され て います。 ところが原 産種

は， おいしいが仔稚魚が弱く成長も遅い。 そこで最近

ではアフ リ カ 原産種との交配が進み， 丈夫で成長がよ

く， 味もまあまあなハ イ ブ リ ッ ドができている。 ここ

まではめでたしめでたしなんですが， 今 タ イに行って

純粋種を探そうとし て も ， 市場でも 自 然の川 や沼 で

も， ひ じょうに難しい。 どれが雑種でどれが純粋種か

わからなくなっているんです。 日本が…… 自 分の頭の

ハ エも追 えないかもしれませんが……この辺でも協力

できないかと。

もう 1つ， 魚の初 期生活史も重要課題だと思いま

す。 海産魚， とくにハ タ のような魚の種苗生産はまだ

うまくできていません。 仔魚の口が小さくて ワ ム シ が

食べにくいことが原 因だと一般に言われ ています。 し

かし， どうもそれだけではなくて， 内部栄養から外部
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栄養への移行とか， 仔魚の形態発育とい っ た生物学的

要素が関連しているらしい。 こうなると実学ステ ッ プ

2 でもだめで， 生化学的な側面も含めた， より基礎的

で総合的なアプ ロー チが必要にな っ てくるわけです。

このように， 東南アジアの養殖研究には協力すべき

課題がたくさんあります。 ところが， 実際にや っ てみ

ると， 難しいことがい っ ぱい出てきます。 いちばんの

問題は受け入れ体制で， これがないというか， 基礎分

野の研究者がいないのです。 養殖試験はみんなやっ て

いても， 魚類学者もいないしプラ ンクトンを正確に同

定できる人もいません。

ということで， 一緒にやりながらそういう研究者を

育てるという， 息の長いことをやらなければならな

い。 ここで問題なのは， 基礎学をや っ てもメシ が食え

ないという地元の空気です。 上層 部の理解と研究者の

発掘が大切で， センタ ー の説得力， 交渉力が問われる

ことになるだろうと思います。

話し出すときりがありませんので， あと 1 つだけ。

先 ほど論博プ ログラ ムの話がありましたが， 論博とい

うのは狭き門です。 確かに， このプ ログラ ムの経済的

サ ポ ー ト貴重ですが， このサ ポ ー トがなくても， 本人

が少々の自己投資をする意欲があり， こちらにもその

気持ちがあれば， 研究と論文の面倒は見られます。 私

自身や っ ております。 本人が東京往復の安い切 符を買

い， こちらが宿泊の便宜をはか っ てやるとい っ たこと

をすれば、 あまり金をかけなくても取れるわけです。

学位は。

ですから， 論博プ ログラ ムだけが論文博士を取る唯

ーの道ではないと。 自己投資をする気持ち があれば別

の可能性もあるわけで， センタ ー としては， その面で

の大学との連携もお 考えいただきたいと思 っ ていま

す。

ありがとうございました。

座長 大変ありがとうございました。

以上で， コ メンテ ー タ ー の先生からの コ メントを終

わりますが， 時間も迫 っ てきましたが， アドバイザ ー

としてご出席いただいた先生方にも， 我々へのアドバ

イスをいただきたいと思います。 何とか時間をさい

て， 国際研究機関との共同研究のことなど， 一つだけ

でも， 総合討論のことをやりたいとおもいますので，

ご協力お願いいたします。

アドバイザ ー として九州大学の北 島先生にお願いい
たします。

海の魚の菱殖は， 日 本でわずか30年の歴史 しかござ

いませんが， 北 島先生は， 海の魚の養殖を理論化とい

いますか， 理論づけをされた方です。 特に種苗生産の

分野でそうい っ た仕事をず っ と続けてこられた先生で

す。

北島先生， お願いいたします。

北 島 （九州大学農学部） ご紹介いただきました北 島

です。
コ メンテ ー タ ー とアドバイザ ー の差がよくわからな

いのですが， 多分短くしゃべれというのがアドバイザ
ー かなと考えます。

ただいまご紹介いただきましたように， 私， 30年 ほ

ど現場で仕事をしてきまして， 魚に限らず日本の養殖

というのは， 大体30年ぐらいの歴史ではないかと思い

ます。 ノリとかカキとかというのは， もちろん古いの

ですけれども， これもカキ の筏式垂下養殖とか糸 状体

を利 用 した人 工 採 極によるノリ養殖 が 始 ま っ たの

は， 30年か， もうちょっ とぐらいでしょうか。 近代的

な養殖というのは30年ぐらいだろうと思うのですけれ

ども， 30年間， 夢中にな っ て走 っ てきて， 私が若いこ

ろ， 養殖が始ま っ たころは， 沿岸漁業とい うのは養殖

で切り閣くのだというみんなの一 致， 理解の一 致があ

っ たと思うのです。 私も， 若か っ たのでそれに青春を

燃やしたということなのですけれども， 走 っ て気がつ

いてみると， 自家汚染があり， 環境破壊があり， 魚病

の多発があり， 今や養殖亡国論まで出るような， 非常

に罪人扱いをされているわけです。

しかしながら， 身内がかわいいのですけれども， 個々

の技術そのものが悪いのではなくて， 多分， 無計画な

生産とか， 無計画な漁場の行使とか， あるいは薬の使

用の方法が無秩序であ っ たとか， いろいろな社会経済

的な背景， あるいは行政的な背景など， もろもろがト
ー タルして現状のようにな っ たわけだろうと思うので

す。

反省というのは猿でもできるわけなのですけれど

も， 今からどうするかということで， このセンタ ー の

水産部の福所さん以下 7 人の侍の方々は， そういう 日

本の前車の轍を踏まない方法で， 国際共同研究なり，

国際協力なりをしていくわけで， 非常に大変なことだ

ろうと考えるわけです。

先ほど， 原さんのご講演で， 環境保全を考慮した増

養殖技術の 開 発というお話を承 っ たわけですけれど

も， 環境保全を考慮した増養殖の方法が， お話にあ っ

た施肥養殖唯 一ではないと思うのです。 我々が日本で

や っ てきた集約的な方法も， 少し洗い直して， 途上国
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な り ， 南 の 方 で生 ま れ変 え ら れ る こ と も 必要で は な い

か と 思 い ま す 。 粗放的即環境保全で は な い し ， 集約養

殖 が即 環境破壊で も な い ， 人 間 の 知 恵 あ る い は 科学 の

力 を か り れ ば， 集約 的 な 養殖 が環境破壊 を も た ら さ ず

に ， う ま く ， よ く で き る よ う な 方法 も ， そ う い う 知恵

も ， あ っ て し か る べ き だ と 思 い ま す 。 こ れ を 指 向す る

こ と も ， 一 つ の 方 向 で あ ろ う と い う ふ う に 考 え る わ け

で あ り ま す 。 そ っ ち の 方 向 も 考 え て い た だ き た い 。

最後 に ， 藤谷 さ ん は ， 日 本 の水産研究が漁業 ， 水産

の 発展 を 指 向 し ， 非常 に 成果 を 上 げて き た と い わ れ ま

し た け れ ど も ， 私 も そ れ に 異存があ る わ け で は な い の

です け れ ど も ， 一方で例 え ば欧米 の研究が， よ く 言 え

ば基礎的 ， 悪 く 言 え ば足が地 に つ い て い な い と い う ふ

う に 考 え ら れ ま す 。

私 も ， 水産試験場 に 長 く い た こ ろ は ， 同 じ 考 え で ，

私 も 漁民 だ け を 視野 に 置 い て 仕事 を し て き た ほ う で あ

り ま し た の で ， 全 く そ の と お り だ っ た の です が， 大学

に 入 っ て 考 え ま す に ， 海の こ と ， あ る い は 海の 生 物 の

こ と を 理解す る と い う の が， ま ず あ っ て ， 人 間 がそ れ

を 利用 す る と い う の が， 次 に 来 る だ ろ う と い う ふ う に

考 え る わ け で す 。

私 た ち は ， え て し て利用 す る こ と ばか り 目 がけ て き

た よ う な 気 がす る わ け で す 。 し か し ， 利用 す る こ と は

さ て お い て ， 海の 中 の こ と ， 魚 の こ と を 理解す る と い

う 方 向 も ， 今後必 要 で あ ろ う と 思 い ま す 。 こ れ は ， ど

こ の 地域 に 行 っ て も 必要で は な い か と 考 え ま す 。 以上

です。

座長 大変 あ り が と う ご ざい ま し た 。

続 き ま し て ， 鹿児 島大学の 金澤先生 に お 願 い し た い

と 思 い ま す 。

金澤先生 は ， 魚 の 栄養学 の 世界 的 な 第 一 人者 で い ら

っ し ゃ い ま す し ， ま た ， JICA の プ ロ ジ ェ ク ト 等 で も ，

短期専 門 家等で ご 出 張 さ れ て ， い ろ い ろ な ス チ ュ ー デ

ン ト を 育成 し て お ら れ ま す 。 こ こ に助言者 で ご 出 席 い

た だ い て い る 先生方 は ， 開発途上国 の研究者育成 を さ

れ る と い う こ と に 非常 に 力 を 注 い で お ら れ ま す が， 金

澤先生 も そ の お 一 人 か と 思 い ま す 。

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

金澤 （鹿児 島大学水産学部） た だ い ま ご紹介い た だ

き ま し た鹿児 島大学 の 金澤で す 。

こ れ ま で に ， 日 本 の 大学 と い う よ り は ， 日 本学術振

興会あ る い は JICA さ ん ， 国際共同研究 に つ い て ， い

ろ い ろ 参加 し て 参 り ま し た が， よ う や く 新 し い JIR­

CAS の プ ロ ジ ェ ク ト が実現 を す る と い う こ と で ， こ

の 上 な い 喜 びで す 。

そ の 中 で ， 幾つ か感 じ た こ と を 述べ さ せ て い た だ き

ま す が， 一 つ は ， 先 ほ ど大学関係 の博士課程 お よ び，

論博等 の 話が ご ざい ま し た 。 大和 田 先生がお話 し さ れ

た の は ， 東大 の 海洋研 と し て の拠点大学 の 方式です。

で す か ら ， こ れ は 各大学で方式が違 い ま す の で ， 拠点

大学 の 方 式 を と れ ば， 人 数 に 制 限 が あ る と い う こ と

で ， 他 の 大学 は ， ま た そ れぞれ に 違 っ た 方式 で ， 違 っ

た 制 約 な り ， 人 数 に も 制 限が ご ざい ま す 。

私 ど も の と こ ろ です と ， さ っ き 多紀先生 も お っ し ゃ

い ま し た よ う に ， 制 限 と い う の は ， 予算 的 な 裏づ け ，

渡航費 な い し 滞在費 が出 る か ど う か と い う 制約 だ と 思

い ま す の で ， そ れ を 自 分で 自 己負 担す る な ら ば， か な

り 制 限 は 緩や か に 拡大がな る の で は な い か ， そ う い う

気がい た し ま す 。 で す か ら ， も し新 し い こ の セ ン タ ー

等 で ， そ う い っ た と こ ろ を 多少お 考 え に な れ ば， そ う

い う 可能性 は 大幅 に 広 が る だ ろ う と 思 い ま す 。

国 際共 同研究 と い う こ と な の です が， そ れ に つ き ま

し て も ， こ れ ま で い ろ い ろ ご ざい ま し た 。 JICA さ ん

の発言で も っ て 国際共 同研究 と い う 言葉が出 た の は ，

私 は 初 め て で は な い か と い う 気がす る の です が， こ れ

ま で は 水産 庁 も そ う で あ っ た か も わ か り ま せ ん が，

JICA さ ん も か な り … …技術移転 と い う こ と が大 き な

ス ロ ー ガ ン で ， 共 同研究 と い う こ と に な る と ， か な り

消極的 だ っ た と 思 う の です 。 そ れが， 今回 ， 大手 を 振

っ て こ れ か ら … … そ う い う こ と に な れ ば非常 に 喜 ば し

い こ と だ と 思 っ て お り ま す 。

そ れで ， 問題 に な る の は 相 手の 共 同研究者， 多紀先

生 も 今お っ し ゃ い ま し た け れ ど も ， 相手 の 共 同研究者

の 質 と い い ま し ょ う か ， レ ベ ル と い い ま し ょ う か ， そ

れ を 十 分調査 さ れ る こ と が必 要 で は な い か。 で す か

ら ， こ れがち ょ う ど研究 テ ー マ と 適合 し ま せ ん と ， 単

に 相手国 に 挙げて も ら う と ， と ん で も な い 人が入 っ て

く る こ と だ っ て 往 々 に し て あ る か と 思 う の で す 。 です

か ら ， 直接， 福所 さ ん な り が現地 で も っ て ， そ れ も 会

っ た ぐ ら い で は な か な か わ か ら な い と 思 う の です が，

そ う い う 点 ， 先 ほ ど か ら 出 て お り ま す ICLARM と

か ， カ ナ ダ の IDRC と か ， そ う い う よ う な と こ ろ だ

と ， 非常 に そ う い う 点 が う ま く い っ て い る 。 と い う の

は ， 現地 に 非常 に 深 く 浸透 し て お り ま す 。

で す か ら ， 第 2 の セ ン タ ー ， 研究所 あ た り を ， で き

れ ば シ ン ガ ポ ー ル あ た り に お つ く り に な っ て ， 福所 さ

ん は 半年 ぐ ら い は そ こ に お 住 ま い に な っ て ， 東南 ア ジ

ア の 情報 を 十分集 め ら れ て ， そ し て ， ど こ の ， だ れ と
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研究すべきか と いうこ と を十分検討される と いう と ，

非常 に効果が上がるのではないか， そういう気がいた

します。 以 上です。

座長 ありが と うございました。

続きまして， 同じ鹿児島大学の平田先生 にお願いい

たします。

平 田 先生も， 北島先生同様 に ， 日 本の海の養殖の発

展 と と も に研究を進めてこられた方で， 積極的 に開発

途上国のスチュ ー デントを受 け入れて， 孫悟空の毛の

よう に 世界じ ゅ う にご 自 分の分身をまいておられる，

そういう印 象を受 けます。 よろしくお願いいたしま

す。

平田（鹿児島大学水産学部） 鹿児島大学の平田でご

ざいます。

確か に ， 僕は学生をあちこ ち ばらまいている と 言え

ます。 先ほどの望月 さんは， 僕がインド ネ シ アのタ ン

ジュンピナンに行って帰ってきたら， l ヵ 月 後 にはそ

こへ行かれた と いうこ と で， 私は世界は小さい と 感じ

るこの頃です。 と ころで， ア フ タ ー サ ー ビスをせ に ゃ

いかんので， 時 にはポケットマネ ー による全く プ ラ イ

ベ ー トな 「家庭訪問」 的な出張もします。 教え子が学

位を取るまでは何 と か指導している と いうわけです。

それはそれ と して， 国際研究機関 と の共同研究を

JIRCASが中心 に なってやっていただ ける と いうこ

と を聞きまして， 非常 に大きく期待しております。 今

後， JIRCASが中心 に なって， そっちの方の活動を

続 けていただきたい と 思います。

今， 金澤先生がち ょ っ と おっし ゃいました け れど

も， シン ガ ポ ー ルあたり に JIRCASの ブ ラ ンチでも

置いて， それで一生懸命情報を集めて対応するのが効

果的 と 思います。

情報の と ころで， 先ほど， 今度， 何か新しいここの

建物が建築中で， 何をそこで飼おうかどうしようか と

迷っておられる と いう話を， 最初のころ にち ょ っ と 聞

いたのですが， 私は， 実は， イギリスのスタ ー リン大

学 に行って， 北緯5 0度ぐらいだ と 思うのです けれど

も， そこ に立派な熱帯産のオニテ ナ ガエビの研究セン

タ ー があったのです。 それで， 年がら年じ ゅ う水温が

30度ぐらい に 保たれて， 大きなものです。 びっくりし

て， なぜイギリスでそんなものを養殖するのか と 言っ

たら， そうじ ゃなくて， これはイギリスでいう， U.K.

の名のも と に国際交流のため に 政府がこれだけの金を

つ ぎ込んでやっている， それで外国の人たちが来て勉

強しているのです。 そういうのを見て， ああなるほど

な と ， オニテ ナ ガエビの研究をやっている と 聞いて…

…。 そんなこ と をするのが， やはり先進国の仕事なの

かな と ， ち ょ っ と 感じたわけです。

それ と 関連して， ここ 日 本も， ぽつぽつそういった

こ と であれば， 先ほどからち ょ ろち ょ ろ出ているので

すが， 我々， 全体的 に 熱帯 に対する弱さがあるのです。

地域的 に仕方ないのですけれども， 温帯 に住んでいま

すから， 熱帯 に対する弱さがある。 これはやむを得な

い と 思うのですが， それを克服する意味で も ， ここら

あたりでやはり… …。

もう一つ， フ ィ ジ ー に行った と き に … … ， き ょ うの

レ ポ ー ト には， フ ィ ジ ー は ソ ウ ギ ョ ， オニテ ナ ガエビ，

カ キの養殖の専 門を と いうふうな例が提示されており

ました。 フ ィ ジ ー は， ソ ウ ギ ョ もいないし， オニテ ナ

ガエビもいないし， カ キもいなかったんじ ゃないか と

思うのですけれども， そういうリクエスト に応じてな

されている。

と ころが， 僕も フ ィ ジ ー に行ったこ と があ るのです

が， その と き には， フ ィ ジ ー のご婦人が一保健婦さん

みたいな人だったのですけれども一あれを欲しい と い

うのです， 貝ですね， フ ィ ジ ー のシ ジ ミ ガイ と いうの

ですか， 淡水のどぶ貝 みたいな大きな貝 です け れど

も， それが各川の方 に行く と 20キロぐらい入った袋が

出ておりまして， そういうのを出荷している。 それを

1 日 に 一つ食べる と ， 牛乳が何本 に 相当するのだそう

です。 ですから， 特 に 妊婦の方 にはそれを毎 日 1 個ず

つ食べさせなき ゃいかん と いうこ と を保健婦さんがカ

説していました。 ですから， そういったものの養殖を

してもらいたい と ， それがなかなかないのだ と ， どこ

に聞いてもやってくれない。

今度， それを持ってきて鹿児島大学でやったのです

が失敗しまして， 貝 類の方は， 全然 ， 僕は素人だった

ものですから， 何 と かふやしていこうかな と 思ったけ

れど もできなかった。

そういう意味で， 結論的 にいう と ， 難しい と ころな

のですけれども， たまたまこのつくばは淡水 には恐ら

く強い と 思うのです。 場所的 に。そういった意味では，

先ほど望月 さんが言ったけれども， たんばく源を求め

るのか， 外貨を稼ぐか と いうこ と が二つある と 言って

いましたが， ど う しても外貨の方に 指導する と いうよ

りも， これからはたんばく源 と いうか， 長い目で見た

と き には， そっちの方 に 置いて， 本当 に東南 ア ジ アあ

るいは熱帯地方の人たちが望んでいるものをこっこっ

と 研究するの も， 一 つの方法ではないかな と い う 気が
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します。

もう一つは， 堂々と外貨獲得のために協力するとい

うやり方， 反面， 地域の本当に動物たんぱく源に困っ

ている妊婦さんのために， 少しでも 陰ながら協力す
る， そういった 2 本立てがどうかなと思うのです。 参
考までですけれども。

座長 大変ありがとうございました。

続きまして， 京都大学の田中先生にお願いいたしま

す。

田中先生は， お若いころ， 海の魚がやっと飼育でき

るようになり始めた頃に， 仔稚魚の消化の生理をずっ

と続けて， どういうぐあいに仔稚魚が消化代謝を行う

かということを研究されまして， その後は， 人間がつ

くった魚を海に放流したときに， その魚の生存率はど

ういうぐあいに高めるかというような仕事を重点的に

研究しておられます。

また， ほかの先生方と同じように， 開発途上国から

のスチュ ー デントを受け入れられまして， 育成， 教育
に務めておられます。 よろしくお願いいたします。

田中（京都大学農学部） 京都大学農学部の田中でご

ざいます。

私， 国際的な研究協力の推進は非常 に重要だと思い

ますが， 同時に国内的な面でも， 特に学生や院生な ど

若い人たちの研究交流は非常に大事だと思いまして，

研究交流を名目にサ ッカ ー の親善試合などを通じて他

大学や水産庁の研究所と交流を深めています。 今まで

大学の先生方がお話しされたのは， 制度的にも組織化

された国際共同研究という話でしたが， 私のところで

は， そうした面も指向しながら， むしろ自然発生的と

いいますか， 研究の発展の必然的な過程から， 国際的

な共同研究が生まれつつあることをご紹介して， 助言

にかえたいと思います。
一つは， 間接的な協力の推進として， また将来的な

研究協力の基盤作りとして， フィ リ ピン タイ イン

ド ネ シア， 韓国， 中国， スペインなど大学院生を中心

にして留学生を受け入れています。 そうした研究者を

養成しながら， 研究の ネ ットワ ー クを， 長期的な視点

に立ってつくり上げていきたいと考えています。 中国

や韓国の留学生には近い将来北西太平洋域レベ ルでス

ズキや ヒ ラ メの生活史の比較や個体群構造に関する共

同研究を期待しています。

研究対象からの共同研究としましては， 1990年に第

1 回目の異体類の生態と資源に関する国際研究シンポ

ジウ ムがオ ラ ンダで開かれました。 その集会に参加し

ました数人の若い研究者が， 日本にポストドクタ ー と

して来たいとの意向を知り， 先ほど大和田先生のご紹

介にありましたJ SPSのポストドクトラ ルフェ ロー シ

ップを利 用 して， アメリカのNOAAの水産研究所か
ら， 大西洋の ヒ ラ メを研究している研究者を， 1 年間

共同研究者として迎え入れました。

さらに昨年， 93年に 2 回目のシンポ ジ ウ ムが開かれ

ました際， 世界の ヒ ラ メ属の生態や資源を調べている

数人の研究者と今後の共同研究の可 能性等を協議しま
した。 具体的には， J SPSの日米科学協力事業共同研

究として日本産とアメリカ大西洋産 ヒ ラ メの初期生態

の比較を取り組み始めています。 こうした固際共同研

究へ日本の学生や院生を参加させて， 経験を積ますこ

とも大変重要と思います。

今後の重要な課題としてJI RCASでもお考えいた

だきたい問題の一つに， 増養殖における技術のあり方

があります。 私自身これまであまり注意を払っていな
かったのですが， 例えば日本産の ヒ ラ メの場合， 日本
海側には北と南で質の違うクニ ヒ ラ メがいそうだとい

う問題が出てまいりましたし， スズキの養殖に関して

は， 中国や輯国から大量に養殖種苗が持ち込まれて，

それがどうも逃げ出して， 釣り人にたくさん釣られて

いるというニ ュ ー スも報じられております。 これらは

増養殖における遺伝的問題の重要性をあらためて喚起

しています。 日本のすぐれた種苗生産技術の普及に際

して， 将来を見通した増養殖のあり方に関する コ ンセ
プトをきっちり持たないと日本の増養殖漁業， 特に栽

培業への世界の批判的関心が高まる中， 増養殖の長期

的発展の基礎になる “自然の実態” の解明にこそ力が

注がれるべきです。 これからの国際共同研究はうまく

進まないのではないかと思います。 技術と理念を十分

に考慮された共同研究を推進していただければと思い

ます。

座長 大変ありがとうございました。

続きまして， 長崎大学の平山 先生にお願いいたしま

す。

平 山 先生も， 日本の海の魚の増養殖とともにずっと

研究をす すめてこられまして， 開発途上国のスチュ ー

デントもたくさん受け入れておられます。 また， 平 山

先生の方では， 日本から海外へ行って技術移転をす

る， あるいは指導をするという日本人の大学院教育と

いう， もう30 , 40になった 日 本の， 研究者としては青

年です けれども， 社会的には中年です が， そういう

方々の教育もしてお ら れる と こ と がユ ニ ー ク でありま
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すし， ほかの先生と同様に， お弟子さんを世界じ ゅ う

に派遣しておられます。 ど う ぞよろしくお願いいたし

ます。

平 山 （長崎大学） 皆さんが ほとんど， 私が言いたい

ことをおっしゃっておられますし， 時間も来ましたの
で簡単に申し上げたいのですが， 私も， 前からこの施

肥養魚といいますか， 養魚池の中の物質循環とい う こ

と， 大変興味を持っておりました。 先 ほど， ここでも

言われましたよ う に， 昔はこ う い う 物質循環の研究が

随分されたのですが， 最近は全くなくなっている。

そのころと比べれば， 今は非常に科学技術が発達し

て， 分析技術なんかものすごく進歩している， ある意

味では大変高度な， 最も最先端的な研究対象だと思 う

のです。 ところが， 私， 水産増殖学の講義をしており

まして， 学生にいつも絵をかきまして， 家をかいて，

ここにトイレがあって， 人間が排泄をして， それを魚

が食 う んだと言 う と， みんなげらげら笑 う のですけれ

ども， 私， それが一番大切なんじゃないかと思ってい

るのです。 とい う のは， 最も有効に物質を動かして，

そして， むだなく人間が使 う とい う 意味で， 非常に重

要なものだと思っているわけです。

先 ほど， 原さんの絵を見ていましたら， 施肥とい う

ところに人糞の絵がかいてあったので， 大変私も心強

く思ったわけです。

それで， 学生が笑 う のは， これは仕方がないとして，

日本の学生も， そ う い う 研究とい う のはどっちかとい
えば程度が低い研究だと思っているのは， これは何と

か私たちが言ってやれば直る， 理解してもらえるわけ

です， 講義の中で， 非常に重要なんだとい う ことを言

えば。

ところが， 東南アジア諸国から来る， 入学したいと

い う ことでア プリケ ー ションをいっぱい見せてもら う

のですが， また， 実際に来た人に何がやりたいかとい

う ことを聞きますと， 大抵， やりたいのは漁業とかハ

イテクとか， 何か私もいじったこともない難しい電子

顕微鏡だか何だか， 分析機械でも， 何か聞いたことも

な いよ う な機械を使いたいとい う ことなのです。

そ う い う 意味では， 恐らくこれから， 多分こ う い う

重要な基礎的な研究をされる上で， ハ イテクな研究も

あるけれども， 片 一方では， 大変泥にまみれた汚い関

係の仕事もしなきゃならない。 あのトイレに人間が1

日に何回行くだろ う かとい う カ ウ ントもしなければな

らないとか， 糞をどれだけするだろ う かとい う よ う な

こともやらなきゃいけない， その辺のギ ャ ップを， 共

同研究する人が十分理解をしてもら う よ う にして， そ

の重要性を理解させないと， 先ばかり見ていると…

…， それはよくわかるのですけれども， その辺のとこ

ろの十分な教育と指導が要るんじゃないかなと思いま

した。 それだけ簡単に… …。

座長 ありがと う ございました。

最後に， 近畿大学水産研究所の熊 井先生にアドバイ

スをいただきたいと思います。

近畿大学は， 三つの大きなこれまでのご功績がある

と私は理解しております。 その一つは， 日本にブリの

養殖をはじめ， 海産魚の養殖を具体化したとい う か，

実践をされたとい う ことです。 2 番目は， 海の魚の育

種の研究をされたとい う ことだと思います。 三つ目

は， マグロを世界で初めて養殖をされたとい う こと

で， そのほかにもたくさんありますが， そ う いったこ

とが開発途上国との共同研究では， 思い浮かべるべき

ではないかと思っております。

熊井 （近畿大学水産研究所） 近畿大学の熊 井でござ

います。 ご紹介を賜りましてありがと う ございます。

ただいまご紹介のよ う に， 私どもの近畿大学の水産

研究所とい う のは， 国公立の大学では水産の実験場等

は， 農学部だとか， あるいは水産学科に所属している

のですけれども， 大学直属の研究所でございまして，
一つの学科， あるいは学部といっていい ほどの組織を

もっておるわけでございます。

したがいまして， スタッフも， 教員の ほか ， むしろ

技術員 がたくさんいるとい う ことで， 種苗生産を初め

としていろいろな， 特に海産魚の養殖， 種苗生産から

始まって， 一連の養殖の研究をずっと昭和23年からや

ってきたわけで ご ざい ま す。

実は， 近畿大学に国際交流委員会とい う のができま

して， 最近の時世を反映しまして， 水産関係では， タ

イのチュラ ルン コ ン大学， あるいはまたチェンマイ大

学， 農業関係ではチェンマイ大学， こ う い う ことで国

際交流を進めております。

チ ュラ ル ン コ ン大学の AARI (Aquatic Resource 

Research Institute 水産資 源研究所） とい う のが，

シー チ ャ ン島とい う のがあります。 バン コ クから南へ

車で約2時間， シラ チ ャ とい う 港町があるのですが，

そこから50分 ほ ど船で行ったところにシー チ ャ ン島と

い う のがございます。 AARI はその島にあります。 そ

こで， 今までは， 先ほどお話のよ う なエ ビ類， あるい

はまたアバ ロンだとか， オイスタ ー の類をやっていた

のですけれども， 特にエ ビは， 先ほどからご紹介のよ
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うに， 下火になって， それよりか， なお悪いことに，

だんだん環境破壊だとか， いろいろな問題につながっ

てきてい ま す。

ここで， 海産の有用魚類を ひとつ増殖しようという

ことで， 大学としては， 日本の進んだ技術を取り入れ

て， そこを海産魚類の一つの メ ッカとしょうというよ

うな計画があったようでござい ま す。

私どもも， ああいう熱幣地方でござい ま すので， 気

候風土あるいは文化に適合したような種類を選ぶとい

い ま すか， そういうふうにして向こうに協力 しようと

いうことでござい ま す。

今から 4 年前から， 非常に短期間ではあり ま すが，

タ イのカウン タ ー パ ー トの人たちが 2 名ずつ l 力 月 ，

これは技術員と研究者でござい ま すが， 毎年日本にお

招きして研修を行なってい ま す。

それから， こちらから教員と技術者が 3 名行き ま し

て， いろいろな技術指導をやってい ま す。 今， 対象魚

種は， レ ッ ドスナッパ ー ， それから， 大型 グル ー パ ー

のチャ イロマルハ タ ， 小型の グル ー パ ー のスジア ラ ，

こういったようなものを対象にして， 今， 人工ふ化の

仕事を進めているわけでござい ま す。

私も， 一度行き ま して， 最初のころ思ったのですけ

れども， 向こうの研究者なりというのは， 午前中のご

講演にもお話があり ま したように， そのときはみんな

で一緒に一生懸命やるのですけれども， その期間が過

ぎてし ま えば， ほうってし ま うというようなことがあ

り ま す。

こういうことが最初わかったものですから， 毎年行

った者が， 来年来る ま でにこれを親魚として立派に育

てておくようにと言って帰ってくるにもかかわらず，

来年行ってみると死んでいたと。 それで， 死んでたっ

て平気でおるわけですね 。 そういったようなことが最

初続き ま して， これでは困るということで強く要望し

ま して， 最近はそういったことがなくなり ま した。

そういうことから， この JIRCAS では， さっきも

研究者の素質だとかを選択するというよう な お話もあ

り ま したけれども， 共同研究者の教育にも ひとつ力 を

入れていただきたいと考え ま す。

それから， この私どもの 向 こうへの援助というの

は， JICA のお世話になり ま して， 毎年単発で 4 年間

続いたわけでござい ま して， 向こうでは大型のプロジ

ェ クトを， 3 年というのを特に希望しており ま す。 単

発では技術指導はできても物質的な援助ができないと

いうことで， 向こうも特にそれを望んでいるようでご

ざい ま す。 そこで， 相当高額な資金を援助してもらい

たいということを言っているようでござい ま す。

実際に行ってみ ま すと， 今 ま でチュ ラ ルン コ ン大学

といえば， もう少し， はっきり言って立派な研究所か

なと思って行ったのですけれども， これは私どもの 30

年代の研究所と同じぐらいの レ ベルだったわけです。

実は， 先ほども 申 し ま したように， アバロンだとか

エ ビだとか， そういったようなものをやっておった関

係で， そんな大きな設備は要らなかったという点もあ

ったかと思い ま すけれども， 実際， 親魚を養成するよ

うな池というのも非常に原始的な池でござい ま して，

ポ ンプでも， ちょっと何かすればすぐ壊れてし ま うと

いうようなことでござい ま す。

そこで， 実際にこれから有用魚類の種苗生産をやる

とすれば， もう少しち ゃ んとした設備が必要であると

いうふうに， 私， 感じて帰って ま いり ま した。

それと同時に， 今度の私どもが JICA でお世話にな

っている研究を続行するについて，担当者から，JICA

から JIRCAS にその担当の 窓 口 が移るということを

聞いておるのですが， それはご質問になろうかと思い

ま すけれども， もしそういうことであるとするなら

ば， ひとつ今後ともよろしくお願いを 申 し上げたいと

思うわけでござい ま す。

これはア ド バイ ザ ー じ ゃ なくてお願いということ

で， ひとつよろしくお願い申し上げ ま す。 以上でござ

い ま す。

座長 ありがとうござい ま した。

コ メ ンテ ー タ ー ， それから助言者の先生方から， 貴

重なご助言ありがとうござい ま した。

私の進行の不手際から， 三つ 目 の国際研究機関との

共同研究についてと， 内水面の養殖をいかに進めるべ

きかということを用意していたのですが， 時間の関係

で， 次回にはこの二つのことをテ ー マにしていただき

たいと思い ま すし，ま た，懇親会場に移り ま してから，

これらについてのご助言をいただきたいと思い ま す。

それから， きょうご出席いただいた方には， ま だ ま

だたくさんの コ メ ント， ご助言をいただきたい方がい

っぱいいらっし ゃ るのですが， 発言の機会もござい ま

せんで 申 しわけござい ま せん。 ま た， 懇親会の席など

でご助言いただければと思い ま す。

それでは， 総合司会， 大変不手際でしたけれども，

これで終わらせていただき ま す。 仲谷部長にバトンを

渡したいと思い ま す。 （拍手）
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仲谷 （国際農林水産業研究センタ ー ） 特に申し上げ

ることございません。 時間をお

つくりになってまで， この討議

にご参加いただきましてありが

とうございました。 これで， こ

の会は閉じさせていただきまし

て， 懇親会の方でいろいろご議

論， また足りないこともあった

ろうと思います。 それの討議していただきたいと思い

ます。 よ ろしくお願いいたします。

とにかくお 昼の部は， 本日どうもありがとうござい

ました。 （拍手）




